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本市の人口と世帯数（２６年１２月３１日現在）
人口　１１万５９３１人（男性５万５１３２人、女性６万７９９人）

世帯数　５万６０世帯
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Ｐ１９～３１

今今今今今今今今今今月月月月月月月月月月のののののののののの主主主主主主主主主主なななななななななな内内内内内内内内内内今月の主な内容容容容容容容容容容容

四季雑感

ふれあいレポート「介護予防サポーター」

市民アンケート調査結果

子育て・くらし・文化・スポーツの情報

１１月月１１２２日、すばるホールで、成人式が開催されました日、すばるホールで、成人式が開催されました。。（当日撮影した写真を差し上げますので、（当日撮影した写真を差し上げますので、
希望される人は２希望される人は２月月２７２７日までに青少年センター内社会教育課へお越しくださ日までに青少年センター内社会教育課へお越しくださいい） ※関連記事１６ページ。）　　※関連記事１６ページ。
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広報とんだばや広報とんだばやしし
を毎月発行してを毎月発行していい
まますす

　
一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
、
町
会
（
自
治
会
）
に

加
入
し
て
い
た
だ
く
た
め
、　２６

年
　
月
　
日
、
本
市
、
本
市
町

１２

１８

総
代
会
、（
公
社
）
全
日
本
不
動

産
協
会
大
阪
府
本
部
大
阪
南
支

部
の
３
者
な
ら
び
に
、
本
市
、

本
市
町
総
代
会
、
大
阪
府
宅
地

建
物
取
引
業
協
会
南
大
阪
支
部

の
３
者
そ
れ
ぞ
れ
で
「
富
田
林

市
に
お
け
る
町
会
・
自
治
会
加

入
促
進
に
関
す
る
協
定
書
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
少
子
高
齢
化
や

核
家
族
化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
な
ど
の
要
因
に
よ
り
、

町
会
（
自
治
会
）
へ
の
加
入
率

が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
や
防
災
、
防
犯
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く

に
は
、
日
頃
か
ら
の
地
域
の
つ

な
が
り
が
非
常
に
重
要
な
役
割

を
担
い
ま
す
。

　
同
協
定
書
の
締
結
に
よ
り
、

両
協
会
の
会
員
で
あ
る
不
動
産

業
者
の
店
舗
な
ど
に
お
い
て
、

新
規
入
居
者
や
住
宅
購
入
者
な

ど
に
町
会
（
自
治
会
）
の
加
入

案
内
チ
ラ
シ
の
配
布
や
加
入
の

働
き
掛
け
を
し
て
も
ら
う
な

ど
、
本
市
と
本
市
町
総
代
会
、

両
協
会
が
連
携
・
協
力
し
て
、

町
会
（
自
治
会
）
へ
の
加
入
率

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
、「
子
育
て
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」「
将
来
に

わ
た
っ
て
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
」
の
実
現
と
地
域
社
会

の
発
展
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。
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町
会
（
自
治
会
）
に
ご
加
入

く
だ
さ
い

　
今
後
、
一
人
で
も
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
町
会（
自
治
会
）

に
加
入
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
４
者
が
連
携
・
協
力
し
て

町
会
（
自
治
会
）
へ
の
加
入
促

進
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
協
働
課

（
内
線
４
７
３
）

～地域社会の発展をめざして～

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
そ
の
電
話
！

還
付
金
に
関
す
る
詐
欺
事

件
が
多
発
し
て
い
ま
す
！

　
最
近
、
電
話
で
市
役
所
・
年

金
事
務
所
職
員
を
名
乗
り
、
医

療
費
や
保
険
料
な
ど
の
還
付
が

あ
る
と
称
し
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現

金
自
動
預
払
機
）
へ
誘
導
し
、

現
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す

る
詐
欺
事
件
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
　
医
療
費
な
ど
の
還
付
金
の
受

け
取
り
に
つ
い
て
、
市
役
所
な

ど
の
公
的
機
関
が
電
話
や
訪
問

に
よ
り
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
す
る
よ

う
に
促
し
た
り
、
預
（
貯
）
金

口
座
の
暗

証
番
号
を

聞
き
出
し

た
り
す
る

こ
と
は
、

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　「
還
付
金
」が
あ
る
の
で
、「
携

帯
電
話
」を
持
っ
て
、「
Ａ
Ｔ
Ｍ
」

へ
と
言
わ
れ
た
ら
還
付
金
詐
欺

を
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。

警
察
官
を
装
う
不
審
な
電

話
が
急
増
し
て
い
ま
す
！

　
ま
た
、
警
察
官
を
装
い
、
預

（
貯
）
金
口
座
が
悪
用
さ
れ
た

な

ど
と
不

安
を

あ

お
り
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
現
金
を

だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る
詐
欺
が

急
増
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
最
近
で
は
現
金
を
レ

タ
ー
パ
ッ
ク
や
宅
配
便
で
送
ら

せ
る
詐
欺
の
手
口
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

も
し
不
審
な
電
話

が
か

か
っ
て
き
た
ら
…

　
こ
の
よ
う
な
詐
欺
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
手
口
が
あ
り
、
最
近
は

そ
の
手
口
が
さ
ら
に
巧
妙
化
し

て
い
ま
す
。

　
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
た

ら
、
す
ぐ
に
指
示
に
従
わ
ず
、

必
ず
い
っ
た
ん
電
話
を
切
り
、

府
警
察
本
部
府
民
安
全
対
策
課

〔

０
６
（
６
９
４
３
）
１
２

３
４
〕
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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還
付
金
詐
欺
や
警
察
官
を
装
う
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さささささささささささささささささささささささささささささ

不
審
な
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

　
広
報
と
ん
だ
ば
や
し
は
、
町

会
（
自
治
会
）
な
ど
を
通
じ
て

ご
家
庭
に
配
布
す
る
他
、
市
の

公
共
施
設
や
市
内
ス
ー
パ
ー

〔
ダ
イ
エ
ー
富
田
林
店
、
エ

コ
ー
ル
・
ロ
ゼ
（
イ
オ
ン
金
剛

東
店
）、
万
代
梅
の
里
店
、
ラ
イ

フ
滝
谷
店
〕
に
も
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
情
報
公
開
課

（
内
線
３
２
６
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
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特
定
不
妊
治
療
費
助
成
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
本
市
で
は
、
特
定
不
妊
治
療

に
要
す
る
費
用
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
府
な
ど
が
実
施
す

る
同
治
療
費
助
成
制
度
の
承
認

を
受
け
た
、
本
市
に
住
民
登
録

を
し
て
い
る
夫
婦
を
対
象
に
助

成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
　
年
度
分
の
申
請
期
限
は
、

２６
３
月
　
日

、
ま
た
は
府
な
ど

３１

の
同
治
療
費
助
成
制
度
の
承
認

を
受
け
た
日
か
ら
　
日
以
内
の

１４

い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
で
す
。

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の

ペ
ー
ジ
「
健
康
づ
く
り
推
進
課

（
保
健
セ
ン
タ
ー
の
事
業
案

内
）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
申
請
書
も
同
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

補
助
対
象
シ
ス
テ
ム
　
太
陽
電

池
の
最
大
出
力
が
　
㌔
ワ
ッ
ト

１０

未
満
の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
（
未
使
用
品
に
限
る
）

対
象
者
　
　
年
４
月
１
日
以
降

２４

に
、
自
ら
が
所
有
ま
た
は
居
住

す
る
市
内
の
住
宅
（
集
合
住
宅

を
除
く
）
に
対
象
シ
ス
テ
ム
を

設
置
し
、
　

年
３
月
　
日

ま

２７

３１

で
に
、
電
力
会
社
と
電
力
需
給

契
約
を
締
結
し
た
人

※
た
だ
し
、
過
去
に
こ
の
補
助

を
受
け
た
こ
と
の
な
い
人
に
限

り
ま
す
。

補
助
金
額
　
対
象
シ
ス
テ
ム
の

最
大
出
力
１
㌔
ワ
ッ
ト
に
つ
き

３
万
円
で
、
上
限
９
万
円
ま
で

申
し
込
み
　
３
月
　
日
（
土
・

３１

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９

時
～
午
後
５
時
　
分
）
ま
で
に

３０

申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
付
し

て
市
役
所
４
階
み
ど
り
環
境
課

ま
で
持
参
（
郵
送
不
可
）

※
３
月
に
申
請
を
考
え
て
い
る

人
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
申
し

込
み
用

紙
お
よ

び
申
し

込
み
要

領
は
み
ど
り
環
境
課
で
配
布
、

ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各

課
の
ペ
ー
ジ「
み
ど
り
環
境
課
」

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
4
3
2
）

　
本
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
と
未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
内
に

自
ら
が
所
有
ま
た
は
居
住
す
る

住
宅
な
ど
に
、
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
た
人
に
設
置

経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

住宅用太陽光発電システム設置補助金の

申請受け付けは３月までです
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 四季雑感　　　富田林市長　多田　利喜

　例年のごとく、年始の諸行事や新年度予算の編成など、多忙な時

期を過ごし、気が付けば年明けから、はや一月近くがたちました。

　今年は、春に統一地方選挙が予定されており、私の任期も残すと

ころ２カ月余りとなりました。本稿の執筆に際しましても、この

間のさまざまなことが脳裏に浮かんできます。

　市政を担っていく中で、私の一番強い思いは、本市で育った子ど

もたちが、将来いろいろな分野において輝く存在になってほしい

ということです。

　昨年、本市中学１年生の生徒が、「全日本青少年空手道選手権大

会」で見事に優勝し、モスクワで開催された世界大会に日本代表と

して出場しました。

　また、毎年、本市から数名の若者が国際協力機構（ＪＩＣＡ）の

青年海外協力隊員として世界各地に派遣され、地域の人たちと協

働し、地域の発展に貢献するなど立派に実績を残しています。

　人にはそれぞれ個性がありますが、その個性をいかに生かしき

るかが大切だと思います。そして、その結果として優秀な成績を

挙げたり、地域や地域の人たちに貢献できたりすれば、そんな素晴

らしいことはありません。先般、少年サッカーチームや少年野球

チームの皆さんとも面談しましたが、指導者をはじめ関係者の皆

さんの日頃の努力に感謝するとともに、子どもたち一人一人の輝

く姿を見て、大変心強く感じました。

　将来を担う子どもたちのために、今、われわれ大人が果たすべき

責任は非常に大きいと思います。

　どうぞこれからも、本市で育った子どもたちが、それぞれの未来

で輝けるよう市民の皆さんのご支援、ご協力をお願いします。

減

玄

源
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元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元



４

　
市
役
所
１
階
市
民
窓
口
課

で
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
と
受

け
取
り
が
で
き
ま
す

●
申
請
手
続
き
が
で
き
る
人

日
本
国
籍
を
有
し
、
か
つ
本
市

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
、

ま
た
は
市
外
に
住
民
登
録
を
し

て
い
る
が
単
身
赴
任
な
ど
で
市

内
に
居
住
し
て
い
る
人
（
居
所

申
請
）

※
居
所
申
請
は
、
別
途
書
類
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
市
役
所
で
取
り
扱
い
で
き
る

業
務

①
新
規
申
請
、
切
替
新
規
申

請
、
訂
正
新
規
申
請
、
②
記
載

事
項
変
更
申
請
、
③
査
証
欄
増

補
申
請
、
④
紛
失
届

※
必
要
書
類
、
手
数
料
、
所
要

日
数
な
ど
は
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
給

事
務
が
事
務
委
託
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
　

年
　
月
～
、
太
子

２６

１０

町
・
河
南
町
・
千
早
赤
阪
村
に

お
住
ま
い
の
人
の
パ
ス
ポ
ー
ト

の
申
請
と
受
け
取
り
が
市
役
所

で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
役
所
で
の
受
付
時

間
な
ど
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

※
従
来
通
り
、
府
パ
ス
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
〔

０
６
（
６
９
４

４
）
６
６
２
６
〕
で
も
手
続
き

が
で
き
ま
す
。

市役所でパスポートの

申請手続きができます

※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
一
般
旅

券
発
給
申
請
書
に
添
付
の
案

内
、
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
市
役
所
の
ご
案
内
「
パ
ス

ポ
ー
ト
の
申
請
・
交
付
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
同
申
請
書
は
、

市
役
所
１
階
総
合
案
内
お
よ
び

金
剛
連
絡
所
、
そ
の
他
の
申
請

書
に
つ
い
て
は
市
役
所
１
階
市

民
窓
口
課
パ
ス
ポ
ー
ト
コ
ー

ナ
ー
で
の
み
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
窓
口
課

（
内
線
１
３
６
）

　
年
消
防
白
書

２６

　
火
災
の
内
訳
は
、
建
物
火
災

　
件
、
車
両
火
災
５
件
、
林
野

１７火
災
１
件
、
そ
の
他
の
火
災
が

８
件
で
し
た
。
こ
れ
ら
を
原
因

別
に
み
る
と
、
多
い
も
の
か
ら

放
火
（
疑
い
を
含
む
）、
た
き

火
、
電
気
関
係
、
た
ば
こ
の
順

と
な
り
ま
し
た
。

　
冬
季
は
、
火
を
使
う
機
会
も

多
く
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災
の

発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
の

で
、
な
お
一
層
の
火
の
用
心
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
で
の
救
急
車
の

出
動
件
数
は
５
５
１
５
件
で
、

昨
年
よ
り
　
件
減
少
し
ま
し

３６

た
。
そ
の
内
訳
は
、
急
病
３
５

４
８
件
、
一
般
負
傷
９
５
６

件
、
交
通
事
故
５
５
２
件
、
そ

の
他
４
５
９
件
で
し
た
。

　
市
消
防
本
部
管
内（
太
子
町
、

河
南
町
、
千
早
赤
阪
村
を
含

む
）
全
体
で
の
救
急
車
出
動
件

数
は
６
６
４
３
件
で
し
た
。

　
体
の
調
子
が
悪
い
と
感
じ
た

と
き
に
は
早
め
に
近
く
の
医
療

機
関
を
受
診
し
、
救
急
車
の
適

正
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
警

備
救
急
課
〔

　
１
１
２
５
〕

（２５）

　
　
年
の
市
消
防
白
書
が
ま
と

２６
ま
り
ま
し
た
。
市
内
で
の
火
災

発
生
件
数
は
　
件
で
昨
年
よ
り

３１

３
件
増
加
し
、
死
者
は
２
人
、

負
傷
者
は
１
人
、
損
害
額
は
約

２
９
８
０
万
円
で
し
た
。

春の
全国火災予防運動
もういいかい
　　火を消すまでは
　　　　　　まあだだよ

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
発

生
し
や
す
い
こ
の
時
期
に
、
防

火
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
３
月
１
日

～
７

日

ま
で
全
国
一
斉
に
春
の
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
　
市
消
防
本
部
で
は
、
火
災
の

発
生
や
拡
大
を
防
止
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
尊
い
生
命
や
貴
重

な
財
産
を
守
る
た
め
、
火
災
防

止
対
策
を
重
点
に
巡
回
広
報
活

動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
予

防
課
〔

　
７
４
０
０
〕

（２５）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



５

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

一
人
一
人
が
生
活
習
慣
に
気
を

付
け
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
生

き
が
い
を
持
ち
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
め

ざ
し
、
　

年
１８

３
月
に
「
健

康
と
ん
だ
ば

や
し
　
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

２１

　
そ
の
後
、
国
の
「
　
世
紀
に

２１

お
け
る
国
民
健
康
づ
く
り
運
動

（
健
康
日
本
　
）
」の
最
終
評
価

２１

が
実
施
さ
れ
、
そ
の
第
二
次
計

画
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本

市
に
お
き
ま
し
て
も
健
康
寿
命

の
延
伸
な
ど
を
め
ざ
し
て
「
健

康
と
ん
だ
ば
や
し
　（
第
二
次
）

２１

及
び
食
育
推
進
計
画
」
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
同
計
画
の
素
案

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
な
ど
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

意
見
な
ど
の
募
集
期
間
　

２
月
２
日

～
　
日


２７

素
案
の
閲
覧
方
法

２
月
２
日

～
、
市
役
所
（
情

報
公
開
課
）、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

金
剛
連
絡
所
、
中
央
・
金
剛
図

書
館
、
中
央
・
金
剛
・
東
公
民

館
、
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
、
青

少
年
セ
ン
タ
ー
、
す
ば
る
ホ
ー

ル
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
（
市

民
会
館
）
、
総
合
福
祉
会
館
、
け

あ
ぱ
る
、
か
が
り
の
郷
、
市
民

総
合
体
育
館
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ

公
園
、
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
市
役
所
の
ご
案
内
「
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す

意
見
な
ど
の
提
出
方
法

２
月
　
日

（
消
印
有
効
）
ま

２７

で
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

ご
意
見
を
記
入
し
、
は
が
き
、

封
書
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

で

５
８
４
・
０
０
８
２
向
陽

台
一
丁
目
３
の
　
　
保
健
セ
ン

３５

タ
ー
〔

　
7
7
6
0
・
Ｅ
メ
ー

（２９）

ルk
e
n
k
o
su
is
in
@
c
ity
.to
n
d

a
b
a
y
a
sh
i.lg
.jp

〕
へ
　

※
直
接
持
参
も
可
。
電
話
で
の

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
ととととととととととととととととととととととととととととと
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば
ややややややややややややややややややややややややややややや
ししししししししししししししししししししししししししししし

（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二
次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次

「
健
康
と
ん
だ
ば
や
し
　
（
第
二
次
））））））））））））））））））））））））））））））

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２１

及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび
食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

及
び
食
育
推
進
計
画
」
のののののののののののののののののののののののののののののの
素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案
ににににににににににににににににににににににににににににに

素
案
に
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

対
す
る

パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ
ブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
ククククククククククククククククククククククククククククク
コココココココココココココココココココココココココココココ
メメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ををををををををををををををををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
を
実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
ししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

施
し
ま
す

受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。
な

お
、
提
出
さ
れ
た
ご
意
見
は
、

反
映
で
き
る
よ
う
に
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
個
別
に

回
答
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

選
挙
の
日
程

府
議
会
議
員
一
般
選
挙

告
示
＝
４
月
３
日

、
投
票
＝

４
月
　
日


１２

※
こ
の
選
挙
よ
り
府
議
会
議
員

は
「
富
田
林
市
・
大
阪
狭
山
市

お
よ
び
南
河
内
郡
」
の
選
挙
区

で
議
員
定
数
２
人
に
変
わ
り
ま

す
。

４月は

統一地方選挙

です

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
お
よ
び

市
長
選
挙

告
示
＝
４
月
　
日

、
投
票
＝

１９

４
月
　
日


２６

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
お

よ
び
市
長
選
挙
の
立
候
補

予
定
者
説
明
会

　
同
説
明
会
を
、
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

と
き
　
２
月
　
日

、
午
後
１

１２

時
　
分
～
４

３０
時
ご
ろ

と
こ
ろ
　
市

役
所
４
０
１

会
議
室
　

※
出
席
は
、
立
候
補
予
定
者
１

人
に
つ
き
３
人
以
内
に
限
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
内
線
４
８
６
）

整骨院・接骨院、はり・ 灸 ・あん
きゅう

ま・マッサージのかかり方

　整骨院・接骨院で柔道整復師による施術を

受けられた場合や、はり・灸・あんま・マッ

サージを受けられた場合の健康保険の対象は

次のとおりです。

●整骨院・接骨院で柔道整復師による施術を

受けられた場合

骨折、脱臼、打撲、捻挫（肉離れを含む）

※骨折・脱臼については、緊急の場合を除き

あらかじめ医師の同意が必要です。

※単なる肩凝りや腰痛などに対する施術は保

険の対象にならず全額自己負担となります。

●はり・灸・あんま・マッサージなどを受け

られた場合

《はり・灸》　神経痛、リウマチ、 頸  腕 症候群、
けい わん

五十肩、腰痛症、 頸  椎 捻挫後遺症、その他慢
けい つい

性的な 疼  痛 を主症とする疾患
とう つう

《あんま・マッサージ》　筋まひ、関節拘縮な

どで医療上マッサージを必要とする症例

※保険の適用には、あらかじめ医師の発行し

た同意書または診断書が必要です。

※単なる疲労回復・慰安を目的としたものや、

疾病予防のためのマッサージなどは保険の対

象とならず全額自己負担となります。

問い合わせ　国民健康保険に加入している人

は保険年金課（内線１５０）、後期高齢者医療保

険に加入している人は府後期高齢者医療広域

連合給付課〔０６(４７９０)２０３１〕



６

　
２
月
は
河
川
の
水
質
改
善
に

取
り
組
む
月
で
す
。

　
河
川
の
水
の
汚
れ
の
原
因

は
、
約
８
割
が
台
所
や
風
呂
、

洗
濯
な
ど
の
家
庭
か
ら
出
る
生

活
排
水
で
す
。
各
家
庭
か
ら
出

る
生
活
排
水
を
少
し
ず
つ
減
ら

す
こ
と
で
、
河
川
の
水
を
き
れ

い
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
２
月
はははははははははははははははははははははははははははははは

水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善
強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

水
質
改
善
強
化
月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

～
快
適
な
暮
ら
し
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
～

　
本
市
で
は
、
生
活
排
水
対
策

の
一
環
と
し
て
、
東
条
、
通
法

寺
、
彼
方
上
地
区
な
ど
を
対
象

に
、
市
設
置
型
浄
化
槽
整
備
推

進
事
業
を
実
施
し
、
水
洗
化
と

水
環
境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
同
事
業
で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

を
採
用
し
、
市
に
代
わ
っ
て
民

間
事
業
者
が
営
業
か
ら
工
事
ま

で
一
括
し
て
実
施
し
、
設
置
さ

れ
た
浄
化
槽
は
市
が
責
任
を

持
っ
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
　
月
末
ま
で
に
、
設
置

１２

本
市
の
生
活
排
水
対
策

　
　
年
１
月
１
日
現
在
の
申
請

２７
に
基
づ
き
、
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
を
調
製
し
ま
し

た
。
　
同
名
簿
は
、
２
月
　
日

～

２３

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
が
縦
覧
で
き
ま
す

　
周
辺
の
生
活
環
境
を
良
好
に

保
つ
こ
と
は
、
飼
い
主
の
マ

ナ
ー
で
す
。
犬
・
猫
な
ど
の
家

庭
動
物
が
他
人
を
傷
付
け
た

り
、
近
所
に
迷
惑
を
掛
け
た
り

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
次
の

こ
と
な
ど
に
注
意
し
て
責
任
を

持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

■
犬
を
飼
わ
れ
る
際
は
、
飼
い

犬
登
録
を
し
て
、
狂
犬
病
予
防

注
射
を
年
に
１
回
必
ず
受
け
ま

し
ょ
う

■
フ
ン
や
尿
は
き
ち
ん
と
始
末

し
て
、
臭
い
や
鳴
き
声
で
近
所

に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

■
猫
は
、
で
き
る
だ
け
室
内
で

飼
い
ま
し
ょ
う

■
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま

し
ょ
う

■
数
が
増
え
す
ぎ
て
、
責
任
を

持
っ
て
飼
う
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
は
、
不
妊
・
去
勢
手
術
な

ど
に
よ
り
繁
殖
を
制
限
し
ま

し
ょ
う

※
飼
い
犬
・
猫
に
対
し
て
、
不

妊
・
去
勢
手
術
の
助
成
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
３
、
１
４
７
）

３
月
９
日

の
間
、
市
役
所
４

階
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
で

縦
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
内
線
４
８
６
）

　
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
河
川

を
取
り
戻
す
た
め
に
、
家
庭
か

ら
の
汚
れ
た
生
活
排
水
を
少
な

く
す
る
取
り
組
み
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

生
活
排
水
を
減
ら
す
工
夫

○
残
さ
な
い

食
事
は
食
べ
る
分
量
だ
け
作
り
、

残
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

計
画
７
７
５
基
の
う
ち
４
９
７

基
の
設
置
を
終
え
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
か
ら
「
ト
イ
レ
が
快
適

に
な
っ
た
」「
水
路
が
き
れ
い
に

な
っ
た
」
と
い
う
声
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
事
業

に
反
対
す
る
一
部
の
住
民
か
ら

起
こ
さ
れ
て
い
た
係
争
も
終
結

し
ま
し
た
。

　
同
事
業
対
象
地
区
で
ま
だ
浄

化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
な
い
皆

さ
ん
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
設

置
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
㈱
Ｆ
Ｊ
Ｓ
〔
０

８
０
０（
２
０
０
）
２
２
２
０
〕、

ま
た
は
下
水
道
課
（
内
線
２
６

１
、
２
６
２
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

○
拭
き
取
る

食
器
や
フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど
の
汚

れ
は
、
布
や
紙
で
拭
き
取
っ
て

か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う

○
流
さ
な
い

食
べ
残
し
や
調
理
く
ず
は
直
接

流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
２
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

犬・猫などの

飼育マナー



７
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～
未
来
に
つ
な
が
れ
　

年
の
あ
ゆ
み

　
年
の
あ
ゆ
み
～

!!
1010

第
　
回
市
民
活
動
わ
く
わ
く
広
場
 

10
　
　
　
　
　
　
  　
 と
ん
だ
ば
や
し

in

ひ
ろ
と

ひ
ろ
と
んん　最低賃金制度とは、国が賃金の最低額を定め、使用者はその額

以上の賃金を労働者に支払わなければならないとする制度です。

　最低賃金には、府内全ての労働者を対象とする「府最低賃金」

と、特定の産業の労働者を対象とする「特定（産業別）最低賃

金」とがあります。それぞれ原則としてパート、臨時、派遣、ア

ルバイトなどを含む全ての労働者に適用されます。

　詳しくは、大阪労働局賃金課〔０６(６９４９)６５０２〕、または最寄り

の労働基準監督署にお問い合わせください。

　現在の時間額は、下表のとおりです。

　必ずチェック最低賃金！
　　　　　　使用者も　労働者も

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
み
の

世
帯
、
ま
た
は
病
気
や
け
が
な

ど
で
一
時
的
に
ご
み
を
収
集
場

所
ま
で
持
ち
出
す
こ
と
が
困
難

な
人
は
、
申
請
し
て
い
た
だ
く

と
戸
別
に
ご
み
を
収
集
し
ま

す
。
　
燃
え
る
ご
み
は
週
１
回
、
粗

大
・
資
源
ご
み
は
毎
月
　
日
以

２９

降
の
月
～
金
曜
日
（
祝
日
は
除

く
）
に
予
約
に
よ
り
収
集
し
ま

す
。　

申
請
方
法
　
衛
生
課
に
備
え
付

け
の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
人

か
ら
証
明
を
受
け
て
、
同
課

（
内
線
１
４
４
～
１
４
６
）
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い

・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

・
町
総
代
（
自
治
会
長
）

・
地
域
の
民
生
委
員

※
一
度
申
請
し
て
い
た
だ
く
と

継
続
し
て
収
集
し
ま
す
が
、
申

請
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合

は
、必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
公
益
活
動
が
親
し
み
や

す
い
活
動
だ
と
い
う
こ
と
を
一

人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
市
民
公
益
活
動
団

　
　
年
　
月
に
成
立
し
た
「
生

２５

１２

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
に
基

づ
い
て
、
　

年
４
月
か
ら
「
生

２７

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
　

年
４

２６

月
に
生
活
支
援
課
内
に
生
活
支

援
係
を
設
置
し
、
　

年
４
月
か

２７

ら
の
事
業
実
施
に
向
け
、
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

※
本
市
に
お
け
る
支
援
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
今
後
決
ま
り
次
第
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー

ジ
「
生
活
支
援
課
」
の
ペ
ー
ジ

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
生
活
支
援
課

（
内
線
１
９
８
）

ごみの
ふれあい収集

と
き
　
２
月
　
日

、
午
前
　

１５

１１

時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ
　
エ
コ
ー
ル
・
ロ
ゼ（
１

階
ア
ト
リ
ウ
ム
広
場
、
４
階
ロ

ゼ
サ
ロ
ン
な
ど
）

内
容
　
パ
ネ
ル
展
示
、
ス
テ
ー

ジ
発
表
、
演
芸
会
、
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
報
告
会

な
ど

参
加
費
　
無
料
（
当
日
、
直
接

会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ
　
第
　
回
ひ
ろ
と

１０

ん
実
行
委
員
会
事
務
局
〔

　(２６)

７
８
８
７
〕

体
に
よ
る
パ
ネ
ル
展
示
や
発
表

な
ど
を
通
じ
て
交
流
す
る
同
広

場
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。



８



９

募
集
職
種
　
保
健
師
ま
た
は
、

地
域
保
健
な
ど
の
業
務
に
従
事

経
験
の
あ
る
看
護
師

採
用
予
定
人
数
　
１
人

※
常
勤
（
週
５
日
勤
務
）
嘱
託

職
員
と
し
て
採
用
予
定
。

試
験
日
　
２
月
　
日

　

１９

採
用
予
定
 日
　
４
月
１
日


申
込
書
の
配
布
・
受
け
付
け

募
集
職
種
《
担
当
課
》

◆
庁
舎
管
理
（
空
調
設
備
管
理

補
助
員
）《
総
務
課
（
内
線
３
３

１
）
》

◆
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
（
補
助

員
）《
こ
ど
も
未
来
室
（
内
線
２

９
６
）
》

◆
市
立
保
育
所
保
育
士
・
保
健

師
（
看
護
師
）・
調
理
員
《
こ
ど

も
未
来
室
（
内
線
２
９
６
）
》

◆
幼
児
教
室
保
育
士
・
保
育
補

助
員
《
こ
ど
も
未
来
室
（
内
線

２
０
８
）
》

◆
市
立
幼
稚
園
園
務
員
・
小
学

校
校
務
員
《
教
育
総
務
課
（
内

線
３
５
２
）》

◆
富
田
林
斎
場
火
葬
業
務
補
助

登
録
者
《
衛
生
課
（
内
線
１
４

９
）
》

◆
小
学
校
給
食
補
助
員
・
補
助

員
代
替
え
登
録
者
《
第
一
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
〔

　
８
３
０

（３４）

市
臨
時
的
任
用
職
員
を
募
集

（
ア
ル
バ
イ
ト
）

（
一
財
）
市
福
祉
公
社
               

          「
け
あ
ぱ
る
」
職
員
募
集

２
〕、
第
二
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
〔

　
５
２
１
１
〕》

（２８）

◆
文
化
財
施
設
管
理
員
《
文
化

財
課
（
内
線
５
０
８
）》

◆
図
書
館
司
書
業
務
補
助
員

《
中
央
図
書
館
〔

　
４
９
２

（２５）

１
〕、
金
剛
図
書
館
〔

　
１
１

（２８）

７
１
〕》

◆
市
役
所
電
話
交
換
手
登
録
者

《
総
務
課
（
内
線
３
３
１
）》

◆
市
役
所
業
務
一
般
事
務
登
録

者
《
人
事
課
（
内
線
３
２
３
）》

※
勤
務
日
、
勤
務
地
、
業
務
内

容
、
申
し
込
み
方
法
、
申
し
込

み
期
間
な
ど
は
、
市
臨
時
的
任

用
職
員
試
験
実
施
要
領
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
、
同
実
施
要
領
は
担

当
課
で
配
布
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ「
人
事
課
」

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
）
。

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

２
月
１
日

～
　
日

 （
月
曜

１０

日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５

時
）
ま
で
に
、
け
あ
ぱ
る
総
務

課
〔

　
８
６
０
０
〕
で
配
布

（２８）

す
る
所
定
の
申
込
書
に
写
真
を

貼
っ
て
必
要
事
項
を
記
入
し
、

資
格
証
明
書
な
ど
を
添
え
て
同

課
へ
　

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

す
。
　
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
封
筒

は
、
　

年
度
に
使
用
す
る
予
定

２７

で
す
。

　
な
お
、
広
告
主
は
事
業
者
で

　
本
市
で
は
、
経
費
の
削
減
に

努
め
る
た
め
、
地
元
企
業
な
ど

の
広
告
を
掲
載
し
た
同
封
筒
を

作
成
し
、
無
償
で
提
供
し
て
い

た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し
ま

広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封
筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒
ののののののののののののののののののののののののののののの
無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無
償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償
提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提
供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

広
告
入
り
封
筒
の
無
償
提
供
者
をををををををををををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
募
集

～
児
童
手
当
な
ど
の
通
知
書
・
案
内
書
送
付
用
～

募
集
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

無
償
提
供
枚
数
　
１
万
５
０
０

０
枚

申
し
込
み
　
２
月
６
日

～
　２０

日

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
分
）
ま
で
に
、
こ
ど
も
未
来

３０室
（
内
線
２
０
３
）
へ
　

※
募
集
要
領
な
ど
、
詳
し
く
は

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の

ペ
ー
ジ
「
こ
ど
も
未
来
室
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

高齢者・障がい者などの

移動困難者の移動手段

確保に関するセミナー

　
今
後
、
増
大
す
る
高
齢
者
や

障
が
い
者
な
ど
の
移
動
困
難
者

に
対
し
て
、
移
送
支
援
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
移
動
困

難
者
の
現
状
や
必
要
な
移
送
支

援
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と
き
　
２
月
　
日

、
午
後
６

１０

時
　
分
～
８
時

３０
と
こ
ろ
　
市
役
所
４
階
４
０
１

会
議
室
　
※
駐
車
場
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

内
容
　
大
藤
　
武
彦
さ
ん
（
㈱

交
通
シ
ス
テ
ム
研
究
所
代
表
）、

柳
原
　
崇
男
さ
ん
（
近
畿
大
学

講
師
）
に
よ
る
基
調
講
演
、
本

市
周
辺
で
実
際
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
移
送
支
援
の
事
例
紹
介

対
象
者
　
市
内
在
住
の
人
、
福

祉
関
係
者
、
交
通
事
業
者
、
町

会（
自
治
会
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

定
員
　
　
人
（
当
日
、
直
接
会

５０

場
へ
）

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）　



１０

「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
」
っ

て
何
？
　

　
つ
ま
り
、
少
し
で
も
介
護
が

必
要
に
な
ら
な
い
よ
う
、
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分

た
ち
の
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後

ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
の
が
「
介
護
予
防

サ
ポ
ー
タ
ー
」
な
の
で
す
。

　
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、

地
域
で
の
介
護
予
防
教
室
な
ど

で
、
介
護
予
防
の
知
識
や
健
康

体
操
の
方
法
を
伝
え
、
地
域
の

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
た
昨

今
、
こ
う
い
っ
た
役
割
を
担
う

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
普
及

を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」
に
参
加
し
ま
し
た

　
同
養
成
講
座
は
文
字
通
り
、

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成

す
る
講
座
で
す
。　

　
本
市
で
こ
の
講
座
が
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
約
７

年
前
。
今
回
で
８
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
存
在
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
昨
年
８
月
、
広
報
と
ん
だ
ば

や
し
で
受
講
希
望
者
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
男
女
　
人
が
集
ま

１２

り
ま
し
た
。
中
に
は
若
い
人
も

い
ま
し
た
が
、
大
部
分
が
　
歳
６０

以
上
の
シ
ニ
ア
世
代
の
人
で
し

た
。

２
０
２
５
年
問
題
　

　
皆
さ
ん
は
「
２
０
２
５
年
問

題
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。

　
2
0
２
5
年
は
団
塊
の
世
代

（
１
９
４
７
～
１
９
４
９
年
生

ま
れ
、
広
く
は
１
９
５
１
年
生

ま
れ
ま
で
）
が
　
歳
以
上
の
後

７５

期
高
齢
者
に
な
る
年
で
す
。

　
こ
の
頃
に
は
、
人
口
の
４
人

に
１
人
が
　
歳
以
上
に
な
る
と

７５

い
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
国
を
支
え

て
き
た
団
塊
の
世
代
が
給
付
を

受
け
る
側
に
回
る
た
め
、
医

療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

需
要
が
高
ま
り
、
社
会
保
障
財

政
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
歳
以
上
に
な
れ
ば
介
護
が

７５
必
要
に
な
る
人
が
３
人
に
１

人
、　

～
　
歳
で
は
す
で
に
そ

８５

８９

の
約
半
数
の
人
が
要
介
護
の
認

定
を
受
け
て
い
る
と
い
う
の
が

現
状
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
時
代
背
景
を
考

え
る
と
、
今
後
「
介
護
予
防
」

の
果
た
す
役
割
は
非
常
に
大
き

く
な
っ
て
き
ま
す
。

「
介
護
予
防
」
っ
て
何
？

　
介
護
予
防
と
は
、「
要
介
護
状

態
の
発
生
を
で
き
る
限
り
防
ぐ

（
遅
ら
せ
る
）
こ
と
、
そ
し
て

要
介
護
状
態
に
あ
っ
て
も
、
そ

の
悪
化
を
で
き
る
限
り
防
ぐ
こ

と
。
さ
ら
に
は
そ
の
軽
減
を
め

ざ
す
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
て
い

ま
す
。

ご存じですかご存じですか？？
「介護予防サポーター　「介護予防サポーター」」

◇
同
養
成
講
座
の
様
子

　
講
座
で
は
、
介
護
予
防
の
た

め
の
運
動
、
栄
養
、
口
腔
機
能

に
関
す
る
知
識
と
高
齢
者
へ
の

指
導
方
法
、
運
動
実
技
の
指
導

方
法
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。
私
が
取
材
し
た
当
日
は
運

動
実
技
の
指
導
方
法
の
講
義
が

あ
り
ま
し
た
。

　
講
師
で
あ
る
健
康
運
動
指
導

士
の
草
野
さ
ん
の
話
を
聞
く

と
、
例
え
ば
「
椅
子
か
ら
立
ち

上
が
る
」
と
い
う
普
段
私
た
ち

が
当
た
り
前
の
よ
う
に
し
て
い

る
動
作
が
、
高
齢
者
に
と
っ
て

は
案
外
難
し
い
も
の
な
ん
だ
と

い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　
草
野
さ
ん
は
「
椅
子
に
座
っ

た
り
、
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
っ

た
り
す
る
こ
と
を
で
き
る
だ
け

自
分
で
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
、
ま
た
、
寝
た
き
り
の
人

は
座
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

普
段
か
ら
運
動
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　富田林に住んでいても、行政の制度などで知らないことってたくさんある

と思います。身の回りのことや毎日の生活に関係あることを中心に、それに

まつわる情報を市民目線で取材し、より多くの人に知ってもらいたいと思い

ました。

　少子高齢化が進む中、本市では「介護予防サポーター」なる人たちが活動

しているということを知り、この人たちがどのような活動をしているのかを

取材しました。介護予防サポーターを養成する「介護予防サポーター養成講

座」や介護予防サポーターの会「健やかスマイル」が実際に活動している

「介護予防教室」の様子をレポートします。

　　　　　　　　　　　　　広報ふれあいレポーター　酒井　知子（向陽台）

＜ふれあいレポート＞

介護予防サポーター養成講座の様介護予防サポーター養成講座の様子子



１１

と
思
っ
た
の
が
同
養

成
講
座
を
受
け
る

き
っ
か
け
だ
っ
た
と

坂
本
さ
ん
は
話
さ
れ

ま
す
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
デ

ビ
ュ
ー
の
感
想
は
、

「
緊
張
し
す
ぎ
て
何

を
ど
う
や
っ
た
か
全

く
覚
え
て
い
ま
せ

ん
」
と
の
こ
と
で
し

た
が
、
私
か
ら
見
る

と
実
に
堂
々
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
先
輩
サ
ポ
ー

タ
ー
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
活
躍

さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　　
今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進

ん
で
い
く
中
で
、
い
か
に
高
齢

者
を
支
え
て
い
く
か
が
、
全
国

共
通
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

よ
り
多
く
の
人
に
介
護
予
防
の

必
要
性
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
と

行
政
が
一
体
と
な
り
、
継
続
的

に
介
護
予
防
活
動
を
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
も
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
健
康

で
自
分
ら
し
く
生
き
た
い
と
い

う
の
が
多
く
の
人
の
願
い
な
の

で
す
か
ら
。

に
来
て
地

域
の
人
た

ち
に
会
っ

て
お
し
ゃ

べ
り
す
る

の
が
楽
し

み
だ
」
と

い
う
こ
と

で
し
た
。

「
あ
の
人

今
日
は
来

て
へ
ん
け

ど
、
ど
う
し
た
ん
や
ろ
？
」
と

か
「
そ
の
バ
ッ
グ
ど
こ
で
買
っ

た
ん
？
」
と
、
教
室
が
高
齢
者

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
見

逃
せ
ま
せ
ん
。
介
護
予
防
の
話

を
聞
い
た
り
、
運
動
し
た
り
す

る
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
人
と

人
と
の
触
れ
合
い
が
結
果
と
し

て
介
護
予
防
に
も
つ
な
が
る
と

い
う
相
乗
効
果
を
も
た
ら
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◇
い
よ
い
よ
サ
ポ
ー
タ
ー
デ

ビ
ュ
ー

　
さ
て
、
い
よ
い
よ
阪
本
さ
ん

の
出
番
と
な
り
ま
し
た
。
椅
子

に
座
っ
た
ま
ま
ボ
ー
ル
を
使
っ

て
腰
痛
予
防
の
体
操
や
肩
こ
り

予
防
体
操
な
ど
、
一
つ
一
つ
丁

寧
に
説
明
し
な
が
ら
、
落
ち
着

い
て
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

　
７
年
前
、
阪
本
さ
ん
が
母
親

の
介
護
を
し
て
い
る
と
き
、「
い

ろ
い
ろ
な
人
に
支
え
て
も
ら
い

お
世
話
に
な
っ
た
。
今
度
は
自

分
が
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
」

◇
皆
さ
ん
真
剣
な
表
情
で
…
　

　
こ
の
講
座
が
終
了
す
る
と

「
健
や
か
ス
マ
イ
ル
」
の
会
員

と
し
て
地
域
の
介
護
予
防
教
室

で
高
齢
者
に
体
操
の
指
導
を
し

な
け
れ

ば
な
ら

な
い
の

で
、
受

講
生
た

ち
の
表

情
は
真

剣
そ
の

も
の
。

何
度
も
自
分
た
ち
で
動
作
を
確

認
し
、
一
人
一
人
が
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
り
き
り
、
み
ん
な
の

前
で
や
っ
て
み
ま
す
。

　
受
講
生
に
お
話
を
伺
う
と
、

「
地
域
の
人
の
役
に
立
ち
た

い
」
と
い
う
人
を
は
じ
め
「
将

来
の
自
分
の
た
め
」「
親
の
介
護

の
た
め
」
と
い
う
人
な
ど
皆
さ

ん
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
抱
か
れ

て
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
　
４０

歳
代
の
男
性
受
講
生
Ｓ
さ
ん
の

優
し
い
一
言
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。
Ｓ
さ
ん
は
「
最
近
ヘ

ル
パ
ー
の
資
格
を
取
っ
た
ん
だ

け
ど
ま
だ
何
も
分
か
っ
て
な
く

て
も
っ
と
力
を
つ
け
て
高
齢
者

の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
、

講
座
を
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
父
と
母
を
早
く
に
亡
く

し
、
何
も
し
て
あ
げ
れ
ら
れ
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
こ
こ
で
学
ん

だ
よ
う
な
こ
と
を
生
前
に
し
て

あ
げ
れ
ば
よ
か
っ
た
な
あ
と
今

に
な
っ
て
思
い
ま
す
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
い
う
優
し
さ
を
持
っ
た

若
い
人
た
ち
が
こ
れ
か
ら
も
ど

ん
ど
ん
育
っ
て
い
っ
て
く
れ
た

ら
い
い
の
に
と
、
介
護
予
防
サ

ポ
ー
タ
ー
の
普
及
を
願
わ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
介
護
予
防
教
室
」
に
参
加
し

ま
し
た

　
介
護
予
防
教
室
で
は
、
地
域

の
集
会
所
な
ど
で
高
齢
者
に
介

護
予
防
の
知
識
や
健
康
体
操
の

方
法
を
伝
え
ま
す
。
現
在
、
本

市
に
は
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
　
人
が
活
動
し
て
い
ま

３２

す
が
、
私
が
参
加
し
た
第
８
回

目
の
講
座
修
了
生
の
一
人
で
あ

る
阪
本
さ
ん
が
サ
ポ
ー
タ
ー
デ

ビ
ュ
ー
す
る
と
い
う
情
報
を
得

て
さ
っ
そ
く
取
材
を
し
ま
し
た
。

◇
介
護
予
防
教
室
の
様
子
　

　「
介
護
予
防
教
室
」が
始
ま
る

　
分
ほ
ど
前
か
ら
参
加
者
の
皆

３０さ
ん
が
集
ま
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
来
た
人
か
ら
順
に
血
圧
と

脈
拍
を
測
り
、
個
人
個
人
の

「
介
護
予
防
フ
ァ
イ
ル
」
に
数

値
を
記
入
し
、
そ
の
日
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
ま
す
。
８
人

ほ
ど
集
ま
っ
た
頃
に
ち
ょ
う
ど

開
始
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
ま
ず
「
栄
養
」
に
つ

い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
師
で
あ
る
管
理
栄
養
士
の

中
畑
さ
ん
は
、「
主
食
、
主
菜
、

副
菜
が
そ
ろ
っ
た
食
事
を
１
日

３
回
き
ち
ん
と
取
る
こ
と
。
で

も
し
ん
ど
い
と
き
は
バ
ラ
ン
ス

を
気
に
せ
ず
自
分
の
好
き
な
も

の
を
食
べ
て
く
だ
さ
い
ね
。
食

べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
で
す

よ
」
と
話
さ
れ
ま
す
。
中
畑
さ

ん
の
話
は
分
か
り
や
す
く
て
勉

強
に
な
る
と
好
評
と
の
こ
と
。

　
次
に
休
憩
を
は
さ
ん
で
体
操

が
始
ま
り
ま
す
。
こ
こ
に
集

ま
っ
て
く
る
人
は
　
歳
以
上
の

７０

人
が
多
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、
そ
ん
な
ふ
う
に
は
見
え

ず
、
動
き
も
滑
ら
か
で
皆
さ
ん

と
て
も
若
々
し
く
見
え
ま
し

た
。
や
は
り
普
段
か
ら
運
動
を

し
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

　
参
加
者
に
お
話
を
聞
か
せ
て

も
ら
う
と
「
こ
う
い
っ
た
体
操

は
家
で
一
人
で
は
で
き
な
い
。

み
ん
な
と
一
緒
だ
か
ら
で
き

る
」
と
い
っ
た
お
話
や
「
口
の

体
操
も
あ
る
ん
や
け
ど
、
あ
れ

苦
手
や
ね
ん
。
入
れ
歯
が
す
ぐ

外
れ
そ
う
や
か
ら
」
と
い
っ
た

ほ
ほ
笑
ま
し
い
コ
メ
ン
ト
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
皆
さ
ん
が
口
を
そ
ろ

え
て
言
わ
れ
た
こ
と
が
、「
こ
こ

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

真剣な表情で取り組真剣な表情で取り組むむ
受講生の皆さ受講生の皆さんん

参加者に取材をする酒井さ参加者に取材をする酒井さんん

ボールを使った体操ボールを使った体操をを
紹介する阪本さ紹介する阪本さんん

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
は
高
齢
介

護
課
（
内
線
１
９
６
）
へ



１２

　
市
政
に
関
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
考
え
な
ど

を
知
る
た
め
、
３
つ
の
テ
ー
マ
で
昨
年
９
月
に
実
施
し

た
　
年
度
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り

２６
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
方
法
は
、
住
民
基
本
台
帳
か
ら

無
作
為
に
抽
出
し
た
　
歳
以
上
の
１
５
０
０
人
に
郵
送

２０

し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
７
６
８
人
の
皆
さ
ん
か
ら
回

答
を
い
た
だ
き
、
回
収
率
は
　
・
２
㌫
で
し
た
。

５１

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結市民アンケート調査結果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

　
こ
の
調
査
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
「
富
田
林
寺
内
町
地
区
」

に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
知
っ
て

い
る
か
や
、
今
後
の
保
存
の
必

要
性
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
意

見
を
持
っ
て
い
る
か
な
ど
を
知

る
た
め
、
４
項
目
に
つ
い
て
伺

い
ま
し
た
。

　「
富
田
林
寺
内
町
地
区
を
ご

存
じ
で
す
か
」
の
問
い
に
対
し

て
、「
よ
く
知
っ
て
い
る
」「
少
し

知
っ
て
い
る
」が
合
わ
せ
て
　
・
７６

９
㌫
、「
富
田
林
寺
内
町
地
区
が

国
に
選
定
さ
れ
た
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
」
の
問

い
に
対
し
て
、「
知
っ
て
い
る
」

が
　
・
６
㌫

と
い
う
結
果
で
し

７１

調査項目（３つのテーマ）

「寺内町地区について」「水道事業について」「市政全般の重要度・満足度について」

た
。
ま
た
、「
富
田
林
寺
内
町
地

区
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
」
の
問
い
に
対
し
て
、「
訪
れ

た
こ
と
が
あ
る
」
が
　
・
６
㌫
、

６７

「
訪
れ
た
こ
と
が
な
い
が
、

行
っ
て
み
た
い
」
が
９
・
９
㌫

で
、
同
地
区
が
市
民
の
皆
さ
ん

に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　
次
に
「
富
田
林
寺
内
町
地
区

の
町
並
み
や
建
物
を
保
存
し
て

い
く
必
要
性
を
感
じ
ま
す
か
」

の
問
い
に
対
し
て
、「
積
極
的
に

　
こ
の
調
査
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
本
市
の
水
道
を
ど
の
よ

う
に
思
わ
れ
て
い
る
か
や
、
非

常
時
に
備
え
た
水
の
備
蓄
意
識

を
ど
の
程
度
持
っ
て
お
ら
れ
る

か
な
ど
を
知
る
た
め
、
４
項
目

に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　「
水
道
水
の
味
に
つ
い
て
ど

う
思
わ
れ
ま
す
か
」
の
問
い
に

対
し
て
、「
非
常
に
お
い
し
い
」

が
１
・
４
㌫
、「
お
い
し
い
」
が

　
㌫
、「
ふ
つ
う
」
が
　
・
４
㌫
、

１６

６８

「
ま
ず
い
」
が
　
・
２
㌫
、「
非

１０

常
に
ま
ず
い
」
が
０
・
７
㌫

と

い
う
結
果
で
し
た
。
ま
た
、「
水

道
料
金
に
つ
い
て
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
」
の
問
い
に
対
し
て
、

「
高
い
」
が
　
㌫
、「
ど
ち
ら
か

３１

と
い
え
ば
高
い
」
が
　
・
８
㌫

５１

で
、
約
８
割
の
人
が
水
道
料
金

に
高
い
と
い
う
印
象
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
次
に
「
非
常
時
に
備
え
て
、

飲
料
水
等
を
備
蓄
し
て
い
ま
す

か
」
の
問
い
に
対
し
て
、「
備
蓄

し
て
い
な
い
」
が
　
・
７
㌫

と

５２

な
り
、
半
数
以
上
の
人
が
非
常

時
に
備
え
た
飲
料
水
の
備
蓄
を

し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、「
本
市
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ラ
ベ
ル
で
作
成
し
、
市
の

防
災
訓
練
な
ど
に
ご
参
加
い
た

だ
い
た
方
に
お
配
り
し
て
い
る

ボ
ト
ル
水
を
ご
存
知
で
す
か
」

の
問
い
に
対
し
て
、「
知
ら
な

い
」
が
　
・
３
㌫

と
い
う
結
果

８６

で
し
た
。

　
本
市
で
は
、
今
後
も
い
つ
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
非
常
時
に

備
え
、「
と
ん
だ
ば
や
し
メ
ー

ル
」
や
市
防
災
訓
練
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
で
飲
料
水
や
食
料
の
備

蓄
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
呼
び
掛

け
る
と
と
も
に
、
寺
内
町
の
切

り
絵
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
ラ
ベ
ル
の
ボ
ト
ル
水
を
活

用
し
、
本
市
の
水
道
水
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
Ｐ
Ｒ
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

行
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
」

「
で
き
る
だ
け
保
全
を
行
っ
て

い
く
べ
き
だ
と
思
う
」
が
合
わ

せ
て
　
・
２
㌫

で
、
同
地
区
の

８３

町
並
み
や
建
物
の
保
存
に
つ
い

て
、
多
く
の
人
が
必
要
性
を
感

じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
　
本
市
で
は
、
今
後
も
よ
り
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
同
地
区

の
歴
史
的
な
町
並
み
に
触
れ
て

い
た
だ
き
、
新
た
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
機

会
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

寺
内
町
地
区
に

つ
い
て
　
　
　

水
道
事
業
に
つ

い
て
　
　
　
　



１３

　
こ
の
調
査
で
は
、
市
政
全
般

の
重
要
度
・
満
足
度
つ
い
て
を

テ
ー
マ
に
、
　

項
目
に
つ
い

２１

て
、
重
要
度
と
満
足
度
を
伺
い

ま
し
た
。

　
重
要
度
と
満
足
度
の
高
か
っ

た
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

重
要
度
が
高
い
の
は

　
　
項
目
の
中
で
、「
と
て
も
重

２１
要
」「
や
や
重
要
」
を
合
わ
せ
た

重
要
度
が
高
か
っ
た
の
は
、「
保

健
医
療
な
ど
の
充
実
度
」の
　
・
８９

８
㌫
、「
防
犯
・
防
災
・
消
防
な

ど
危
機
的
管
理
の
安
心
度
」
の

　
・
４
㌫
、「
交
通
安
全
対
策
に

８９

よ
る
安
心
度
」の
　
・
１
㌫
、「
高

８９

齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
に
と
っ

て
の
暮
ら
し
や
す
さ
」
の
　
・
８８

２

、「
上
下
水
道
・
ご
み
・
し

尿
な
ど
生
活
基
盤
の
充
実
度
」

の
　
・
５
㌫

と
い
う
順
に
な
っ

８５
て
い
ま
す
。（
左
表
参
照
）

満
足
度
が
高
い
の
は

　
　
項
目
の
中
で
、「
と
て
も
満

２１
足
」「
や
や
満
足
」
を
合
わ
せ
た

満
足
度
が
高
か
っ
た
の
は
、「
上

下
水
道
・
ご
み
・
し
尿
な
ど
生

活
基
盤
の
充
実
度
」
の
　
・
６

３２

㌫
、「
町
並
み
・
歴
史
な
ど
の
美

し
さ
」
の
　
・
４
㌫
、「
公
園
や

２７

緑
地
な
ど
の
環
境
づ
く
り
」
の

　
・
６
㌫

と
い
う
順
に
な
っ
て

２５い
ま
す
。

　
満
足
度
が
高
い
項
目
に
つ
い

て
は
、
本
市
に
お
け
る
公
共
下

水
道
の
普
及
率
の
高
さ
や
市
設

置
型
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
の

実
施
、
寺
内
町
に
代
表
さ
れ
る

歴
史
的
な
町
並
み
の
保
全
、
街

路
樹
や
公
園
緑
地
の
整
備
な
ど

の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、「
保
健
医
療
な
ど
の
充

実
度
」
も
　
・
８

と
満
足
度

２２

が
高
く
、
こ
れ
は
本
市
が
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
医
療

面
か
ら
支
え
る
た
め
、
独
自
に

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
の

充
実
に
努
め
て
き
た
こ
と
が
満

足
度
の
高
さ
の
一
因
と
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
へ

の
市
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
と
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し

た
。
　
お
忙
し
い
中
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
市
民
の

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
本
市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
、
貴
重
な
ご
意

見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
今
後

の
市
の
施
策
に
生
か
し
て
い
き

ま
す
。

　
な
お
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
の
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
情

報
公
開
課
」
か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
情
報
公
開
課

（
内
線
１
８
１
）

0 20 40 60 80 100
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市政全般の重要度について（単位：㌫）
市
政
全
般
の
重

要
度
・
満
足
度

に
つ
い
て
　
　



１４

佐備　

　勢 　 綾  寧 ちゃん（４カ月）
あや ね

笑顔とおしゃべりに癒されてます。

元気に育ってね

宛先

寿町　

　三嶋　 結  月 ちゃん（０カ月）
ゆ づき

　　　　 一  翔 ちゃん（２歳）
かず と

パパとママの宝物

幸せをありがとう

富田林町　

　入船　 真  帆 ちゃん（１カ月）
ま ほ

元気にすくすく育ってね。

100歳
おめでとうございます！

　１月１５日、１００歳の誕生日を迎えら
れた石井　マサヱさんを訪問しまし
た。コロッケやお寿司が大好きで、
喜んで食べられるそうです。

　わが家のアイドル（対象年齢は４歳未満、

兄弟・姉妹と一緒に写っている写真でも可）

は、写真の裏に、名前（ふりがな）と撮影時

の年齢（月齢）を記入し、メッセージ（20字

程度）を添えて、封書で左記の宛先まで応募

してください。

　なお、今応募された場合、掲載は約２カ月後になります。

イ わ が 家
の ア ド ル

　
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は

が
き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま

で
）。
市
内
在
住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
作
品
の
漢
字
や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ

ガ
ナ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
号
の
「
川
柳
」（
宿
題
「
開
く
」）
は
２
月

　
日

、
５
月
号
の
「
短
歌
」
は
３
月
　
日

、

28

３１

６
月
号
の
「
俳
句
」
は
４
月
　
日

ま
で
に
応

３０

募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い

＝
秀
歌
＝

 金
剛
山
 を
の
み
込
む
が
ご
と
立
ち
上
が
る
入
道
雲
の

こ
ん
ご
う

猛
々
し
さ
よ
　
　
　
　
　
寺
池
台
　
　
　
村
田
　
隆

∧
選
評
∨
毎
日
見
て
居
ら
れ
る
金
剛
山
の
上
に
大
き

な
入
道
雲
が
被
さ
る
よ
う
に
浮
か
ん
で
い
る
の
を

「
の
み
込
む
が
ご
と
立
ち
上
が
る
」
と
ユ
ニ
ー
ク
な

表
現
を
さ
れ
読
み
手
に
も
迫
力
の
あ
る
お
歌
に
。

 稲
  架
 立
て
は
年
々
辛
く
な
る
は
ず
が
踏
ん
張
る
兄
は

は
 

さ

太
陽
を
食
む
　
　
　
　
　
山
手
町
　
　
笹
原
　
秀
計

シ
ベ
リ
ヤ
に
命
果
て
た
る
弟
よ
 念
願
 の
さ
か
な
供
う

ね
が
い

命
日
　
　
　
　
　
　
　
　
横
山
　
　
幸
左
　
智
恵
子

そ
れ
ぞ
れ
の
想
ひ
の
中
の
ひ
と
と
せ
を
受
け
止
め
て

鳴
る
除
夜
の
鐘
の
音
　
　
津
々
山
台
　
下
村
　
英
子

自
分
史
で
「
未
来
を
生
き
る
」
タ
イ
ト
ル
に
ペ
ン
取

り
て
又
過
去
ば
か
り
追
う
　
喜
志
町
　
澤
田
　
悦
子

生
垣
の
紅
き
山
茶
花
咲
き
て
散
り
散
り
す
ぎ
て
ご
め

ん
　
花
び
ら
沁
み
る
　
　
梅
の
里
　
　
有
岡
　
和
子

冬
雲
を
大
き
く
裂
き
て
降
り
注
ぐ
日
の
恵
み
あ
り
 幸
 

こ
う

を
も
た
ら
す
　
　
　
　
　
緑
ケ
丘
町
　
千
葉
　
清
子

古
民
家
に
町
家
カ
フ
ェ
の
飾
り
つ
け
ほ
の
ぼ
の
と
し

て
　
本
町
通
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
　
者
　
詠

※
３
月
号
は
「
俳
句
」
を
掲
載
し
ま
す
（
な
お
、
応

募
は
１
月
　
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
）。

３１

　
武
都
紀
　
若
松
　
寿
子
選



わ
が
ま
ち
こ
の
ひ
と

住
み
慣
れ
た
こ
の
町
で
暮
ら
し
て
い
く
！

梅
田
　
寛
章
さ
ん

不
動
ケ
丘
町

１５

　
今
回
は
、不
動
ケ
丘
町
で
、高
齢
者

な
ど
の
生
活
支
援
を
し
て
い
る

「
ほ
っ
と
ら
い
ふ
」代
表
の
梅
田
　
寛

章
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ほ
っ
と
ら
い
ふ
の
支
援
事
業
の
内

容
は
、大
き
く
３
つ
あ
り
、「
日
常
生

活
困
り
ご
と
支
援
」「
憩
い
の
場
支

援
」「
I
T
支
援
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
雨
が
降
る
同
町
の
住
宅
内
に
軽
自

動
車
が
到
着
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

ほ
っ
と
ら
い
ふ
が
実
施
す
る
日
常
生

活
困
り
ご
と

支
援
の
一
環

で
あ
る
移
動

支
援
の
車

で
、本
市
の

地
域
公
共
交

通
を
進
め
る

モ
デ
ル
地
区

の
社
会
実
験
と
し
て
、一
定
期
間
、本

市
よ
り
軽
自
動
車
が
無
償
供
与
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
同
町
の
大
部
分
は
、坂
を
登
っ
た

先
に
あ
る
高
台
に
位
置
し
て
お
り
、

買
い
物
な
ど
を
す
る
た
め
に
は
坂
を

登
っ
た
り
下
り
た
り
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、高
齢
者
な
ど
を

病
院
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
目
的
地
ま
で

送
り
、電
話
が
か
か
っ
て
く
れ
ば

送
っ
た
場
所
ま
で
、迎
え
に
行
く
移

動
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、雨
 樋
 の
清
掃
作
業
や
野

ど
い

菜
を
販
売
す
る
朝
市
の
開
催
な
ど
、

高
齢
者
が
孤
独
に
な
ら
な
い
よ
う
に

心
掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
梅
田
さ
ん

に
、
活
動
の

き
っ
か
け
を

伺
う
と
、
自

治
会
長
に
就

任
し
、　

歳
６５

以
上
の
人
が
同
町
内
で
　
㌫
近
く
住

４０

ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
、
高
台
に
あ

る
こ
の
地
域
で
は
、
高
齢
者
が
住
め

な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
思
っ
た
か
ら

と
の
こ
と
。
そ
こ
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
現
状
や
ニ
ー
ズ
な
ど

を
把
握
し
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
梅

田
さ
ん
と
現
在
の
ほ
っ
と
ら
い
ふ
副

代
表
の
播
戸
　
嘉
明
さ
ん
、
浅
井
　

博
之
さ
ん
は
寝
屋
川
市
ま
で
先
進
地

視
察
に
行
か
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。そ
の
後
、　
年
６
月
に
ほ
っ

２６

と
ら
い
ふ
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
利
用
者
か
ら
「
今
ま
で
よ
り
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
家

に
引
き
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
の
が
解

消
さ
れ
た
」
な
ど
の
声
を
聞
く
と
、

ま
さ
に
「
ら
い
ふ
」
が
変
化
し
て
き

た
と
梅
田
さ
ん
は
感
じ
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
梅
田
さ
ん
は
、
世
代
に

関
係
な
く
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
、

笑
顔
で
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
生
活

で
き
れ
ば
「
住
み
慣
れ
た
こ
の
町
で

暮
ら
し
て
い
く
！
」
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
語
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
梅
田
さ
ん
た
ち
の

ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

元気なまちづくりモデル事業報告会を開催します

　現在、少子高齢化や価値観の多様化などによって社

会状況が変化しています。地域においては、町会（自

治会）の次世代の担い手がいない、一人暮らしの高齢

者が増えている、誰も住まなくなった空き家が増え不

安を感じる、近所に住んでいる人とあまり顔を会わせ

る機会がないなど、地域活力の弱体化が表面化してき

ています。

　本市では、これら課題の解決や地域活性化を促すた

め、一つの町会（自治会）だけではなく複数の町会

（自治会）などが集まることで、より広域の地域住民が

連携し、自主的に課題解決や地域活性化に取り組む事

業を支援する「元気なまちづくりモデル事業補助金制

度」を２４年度に創設しました。

　その後、２４～２６年度の３カ年にわたり「まちの安

心・安全づくり」「異世代間交流」「地域の魅力再発見」

を目的とした３つのモデル事業に対し同制度を利用し

て補助金を交付してきました。

　各モデル事業においては、住民連携のために試行錯

誤を繰り返し、地道な努力を続けられ、目標に向けて

取り組まれてきました。同事業を通じて得られた実績

や効果、経験などは、同事業を実施した地域のみなら

ず、他の地域においても参考にすることができる本市

の資産であるとともに、市民の皆さんの資産でもある

と考えています。そこで、同事業を実施した地域の団

体による体験談や苦労話なども報告していただく「元

気なまちづくりモデル事業報告会」を「第１０回市民活

動わくわく広場 in とんだばやし（ひろとん）」（関連

記事７ページ）にて開催します。

　住民一人一人が地域のために、次世代のために何か

できることはないかを考える機会になるかと思いま

す。ぜひ、ご参加ください。　　　　　　　　　　　　

問い合わせ　市民協働課（内線４６９）

とき　２月１５日、午後２時３０分～３時３０分

ところ　エコール・ロゼ４階ロゼサロン

参加費　無料（当日、直接会場へ）

元気なまちづくりモデル事業報告会
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１６

　１月11日、石川河川敷川西グラウンドで、新春恒例の消防出初式が開催されました。当日は、消

防団や婦人防火クラブをはじめ、自主防災組織連合会の旗を新調した各地域自主防災会の皆さんの

規律正しい入場行進で式がスタートしました。また、市内14消防分団の消防車両や重機隊、市消防

本部のはしご車なども参加し、新しい一年の始まりに改めて防災意識を高めていました。

■■消防出初式～改めて防災意識を高める消防出初式～改めて防災意識を高める～～

　昨年末、市内約160カ所で、恒例の年末夜警

が実施されました。12月28日には、多田市長や

富田林警察署員、防犯委員らが各地区を激励訪

問しました。当日は、あいにく小雨の降る天候

でしたが、地域の町会（自治会）役員の皆さん

や消防団の皆さんが拍子木をたたきながら火の

元の用心や防犯を呼び掛け、無事に新年を迎え

られるよう願いを込めて巡回されていました。

　参加された皆さん、お疲れさまでした。

■■防防災災・・防犯を地域で呼び掛防犯を地域で呼び掛けけ

　１月12日、すばるホールで、成人式が開催さ

れました。本市では、1420人の若者が、晴れて

成人の日を迎えました。式典は、多田市長が

「限りない可能性を信じて、積極的に人生を切り

 拓 いていって欲しい」と新成人を激励。その後、
ひら

新成人代表が誓いの言葉を述べるなど厳粛に終

わりました。その後、開催された交流会では、

懐かしい仲間との再会を喜び、思い出話や近況

報告でおおいに盛り上がっていました。

■■限りない可能性を信じ限りない可能性を信じてて



■子どもたちの笑顔がいっぱい

　１月10日、レインボーホール（市民会館）で、

「第７回新春こども祭り」が開催されました。

　当日は、たくさんの家族連れが会場を訪れ、

フリーマーケットでの買い物や縁日コーナーで

のゲームなどを楽しんでいました。

　また、舞台では、子どもたちによるダンスや

「超新星スバルファイブ」によるショーなどさま

ざまなイベントが実施され、会場は子どもたち

の笑顔と歓声に包まれていました。

■あったかいお鍋がたくさん

　１月10日、富田林寺内町周辺で、寺内町四季

物語2015「冬」新春初鍋めぐりが開催されまし

た。

　当日は、ぜんざいや豚汁、カニ汁、ぼたん鍋

など約20種類の鍋料理などが販売され、あちら

こちらで行列ができていました。

　訪れた人たちはいろいろな種類の温かい鍋料

理を味わいながら、風情ある冬の寺内町を巡っ

ていました。

■ 煌 びやかな光に酔いしれて
きら

　12月27日、28日、にこにこ市場で、「にこに

こ市場感謝祭」が開催されました。これは、日

頃のご愛顧に感謝を込めて毎年年末に開催され

ているもので、期間中は新鮮な野菜や果物が販

売されたり、ダイコンやハクサイなどを使った

「野菜たっぷりファーム汁」が振る舞われたりし

ました。にこにこ市場では、年中無休（年末年

始を除く）で、新鮮な農産物を販売しています

ので、皆さんぜひお越しください。

　12月23日、金剛中央公園で、「金剛バル☆Ｗ

ｉｎｔｅｒ　Ｌａｎｄ」が開催されました。

　イルミネーションで飾り付けされた会場に

は、さまざまな飲食ブースが並び、ステージで

は、金剛地域の昔を振り返るスライドショーの

他、ゴスペルやミュージックベル、ダンスなど

の発表がありました。訪れた人たちは、煌びや

かなイルミネーションに酔いしれながら、食事

やステージでの発表を楽しんでいました。

■日頃のご愛顧に感謝を込めて

１７



１８

保健医療
明記のないものは費用無料。問い合わせ、申し込みは、保健センター
〔(２８)５５２０・(２９)７７６０〕へ。指定医療機関（※）は、２６年４月号
広報に折り込みの「平成２６年度保健事業案内」をご覧ください。

穴

血

結

訣

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

桁
桁
桁

桁
桁
桁

高齢者のための健康教室

①膝痛改善教室

とき　２月２７日、３月６日、１３日

、午後１時３０分～３時３０分（全３回）

内容　整形外科医による講義、膝痛改

善に向けた運動や食事のポイントなど

②認知症予防教室

とき　３月６日、１３日、２０日、２７

日、午前９時４５分～１１時４５分（全４

回）

内容　認知症に関する講義、認知症予

防に役立つ運動や食事など

ところ　けあぱる

対象者　市内在住で６５歳以上の人　

定員　①２５人、②３０人　

参加費　無料

申し込み　①は２月１７日まで、②は

２４日までにウエルネスけあぱるへ

（申し込み多数の場合抽選）

ワンポイント！介護講習会

とき　２月２５日、午後２時～３時３０分

ところ　金剛公民館　※駐車場には限

りがありますので、できるだけ公共交

通機関をご利用ください。

内容　口腔ケアを実施する際の留意点

やアプローチ方法の紹介、とろみ剤を

使用したうがいの実践、お口の体操

※２６年１１月２７日にレインボーホール

（市民会館）で開催した同講習会と同

じ内容です。

定員　３０人　

参加費　無料

持ち物　飲み物 

申し込み　２月２４日までに高齢介護

課（内線１９７）へ（申し込み多数の場合

抽選）

南河内圏域脳卒中フォーラム

　脳卒中は早期発見、早期治療がとて

も大切な病気です。

　南河内圏域では、さまざまな関係機

関が連携・協力し、脳卒中患者の治療

やリハビリに取り組んでいます。

　この機会に脳卒中について学びま

しょう。

とき・内容　３月１日、午後１時～

２時＝健康相談、健康チェック、パネ

ル展示など、午後２時～３時３０分＝脳

卒中の予防、早期発見についての講演、

医師、看護師、リハビリスタッフなど

によるシンポジウムなど

ところ　ラブリーホール（河内長野市

西代町１２の４６）地下１階ギャラリー

定員　１００人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

問い合わせ　富田林保健所企画調整課

〔(２３)２６８１〕

富田林病院理学療法士・作業
療法士募集

職種　理学療法士、作業療法士（いず

れも正規職員）　

※勤務形態など詳しくはお問い合わせ

ください。

申し込み　電話またはＥメールで富田

林病院総務課〔(２９)１１２１・Ｅメール

jinji@tonbyo.org〕へ　

※見学も随時受け付けしています。



１９

 

親と子が楽しむ絵本の会　　
～親子のやすらぎのひとときを～

とき　２月２６日、午前１０時３０分～１１

時３０分　

ところ　児童館

内容　親子で楽しむ絵本とお話

対象者　１・２歳児と保護者

定員　２０組　

参加費　無料

講師　児童館「遊びインストラクター」

絵本ボランティアメンバー

申し込み　２月２日～９日までに

児童館へ（電話申し込み可）　

※申し込み多数の場合抽選し、結果は

はがきでお知らせします。定員に満た

なかった場合は引き続き受け付けま

す。

講座･催し
 

乳児後期健康診査

とき　生後１０カ月ごろに受診すること

が望ましいとされています

ところ　府指定医療機関

内容　問診、身体計測、小児科診察、

育児・栄養相談　

対象者　９カ月～１歳未満の乳児

※４カ月児健診時に

受診票（１歳の誕生

日の前日まで有効）

を発行します。

費用　無料

※府外の医療機関で

受診される場合や、他市からの転入な

どで受診票をお持ちでない人は保健セ

ンター〔(２８)５５２０〕までお問い合わ

せください。

 健診・予防接種



子育て講座

①人形劇　とき　２月１７日

②コーナー遊び　とき　２月２４日

③折り紙遊び　とき　２月２４日

④リトミック　とき　３月１２日

※①は午前１０時１５分～１１時、②④は午

前９時３０分～１１時、③は午前１０時～１１

時に実施。

ところ　①④城保育園、②ふれんど

保育園、③常徳保育園　

定員　①④各１５組、②③各１０組

申し込み　①は２月６日～、②は１６

日～、③は１７日～、④は３月２日

～、各園へ（申し込み先着順、各園

の電話番号は右表に記載）

子育て支援センターの催し

①ヤングママ＆プレママ集まれ！

とき　２月１３日、午前１０時～１１時３０

分

ところ　富貴の里保育園内子育て支援

センター

対象者　２４歳までの妊娠中の人または

育児中の母親とその子ども　

定員　１０組（申し込み先着順）

②エンジョイイベント～人形劇団「ち

ろりん」による人形劇「こぶとりじい

さん」を楽しみませんか？～

とき　３月１０日、午前１０時～１１時

ところ　梅の里保育園内子育て支援セ

ンター

対象者　就学前の子どもとその保護者

定員　２０組（申し込み先着順）

申し込み　①は２月６日～、富貴の

里保育園内子育て支援センター〔(２８)

７３６４〕、②は２月２３日～３月９日ま

でに梅の里保育園内子育て支援セン

ター〔(２３)４５５５〕へ　

２０

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。

広告枠



 

児童手当の支払月です

振込日　２月５日（２６年１０月～２７年

１月分）

児童１人当たりの支給月額　下表のと

おり

　ただし、２６年度児童手当現況届が未

提出のため、支払いが差し止めになっ

ている人などには振り込みできませ

ん。なお、住所、受給者、児童数、昨

年度の所得金額などに変更があった場

合や公務員となり職場から支給される

ようになった場合は、必ず届け出てく

ださい。

問い合わせ　こども未来室（内線２０４）

 

市奨学金の申請を

　経済的理由で、高等学校や高等専門

学校、高校卒業資格が取れる専修学校

などへの修学が困難な人に、奨学金を

給付します。

対象者　本市在住の高校生（生活保護

世帯を除く）

給付額　年額４万円、入学支度金（新

１年生のみ）は１万円加算

児童福祉

教　育

給付時期　前期分は８月、後期分は２８

年２月の２回　

募集人員　約１００人

申し込み　教育指導室、金剛連絡所、

または市立中学校で２月２日～配布

する申請書に必要事項を記入し、３月

２日～４月１０日までに同室（内線

３６４）へ　※現在給付を受けている人

も、改めて申請が必要です（郵送不可）。

 

なかよし作品展

とき　２月１８日～２０日、午前９時

～午後８時（２０日は午後３時まで）

ところ　すばるホール３階展示室

内容　南河内地区小・中学校の支援学

級と富田林支援学校、藤井寺支援学校

の児童・生徒の作品を展示

入場料　無料

問い合わせ　南河内地区小・中学校支

援教育研究会事務局（大阪狭山市立南

第二小学校内）〔０７２(３６６)１８３８〕

育児教室「ぴよぴよクラス」

とき　３月１１日、午後０時５０分～３

時１５分

ところ　保健センター

内容　離乳食のすすめ方、調理実演、

試食、育児の話（赤ちゃんの泣く意味

について）、交流会、ふれあい遊び、個

別相談など

対象者　４カ月児健診受診後～８カ月

未満の乳児と保護者　

定員　２５組（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　２月６日～、保健セン

ター〔(２８)５５２０〕へ

講座･催し

子育てを考える市民のつどい

とき・内容など　２月１５日、①午前

１０時～１１時＝講演会「自己肯定感って

なんやろう？」、②午前１１時１５分～正午

＝親子でほっこり人形劇　

ところ　すばるホール

定員　①２００人、②２５０人（申し込み先

着順）　※①のみ託児あり（定員５０人、

要予約）。

参加費　５００円　※１８歳未満は無料。

申し込み　いずれも２月６日～、と

もっち保育園内子どもの権利要求実現

富田林市民実行委員会〔・(２８)

１５８４〕へ

※電話でも申し込みできますが、受け

付けは日曜日、祝日を除く午後１時～

３時までとなります。

子育て中の女性のための就職
応援セミナー「カラー＆メー
ク講座」～就活で好感度をアッ
プさせるために～

　子育てしながら働く女性を応援する

ため、同講座を開催します。

　自分に合ったカラーやメークは、自

分を生き生きと見せ、明るく魅力的に

してくれます。

　この機会に自己流のメークを見直し

てみませんか。

とき　３月６日、午後２時～４時

ところ　すばるホール

対象者　子育て中の女性

定員　１０人（申し込み先着順）

参加費　無料　※託児あり（定員１０人、

２歳以上就学前の幼児対象）。

申し込み　２月６日～、商工観光課

（内線４８１）へ

２１
※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。

広告枠



２２

 

引きこもり相談窓口

　市内在住の１５歳（中学校卒業後）か

らおおむね３９歳までの人で引きこもり

などに悩んでいる人とその保護者を対

象に、カウンセラーによる相談を実施

します。

とき　①２月２６日、②３月２６日、

いずれも午後１時～２時３０分、午後２

時３０分～４時

ところ　青少年センター　

定員　各１人（申し込み先着順）　

参加費　無料

申し込み　①は２月６日～１９日、

②は３月５日～１９日までに社会教

育課へ（電話申し込み可）

相　談
行政書士無料相談

　行政書士会南大阪支部では、同無料

相談を実施します。

とき　２月２１日、３月１４日、いず

れも午後１時３０分～４時３０分　

ところ　レインボーホール（市民会館）

内容　相続・遺言、成年後見制度、交

通事故など

の自賠責請

求、法人設

立、契約・

内容証明、

各種許認可

などに関す

る相談

申し込み　２月６日～、出口さん（同

支部）〔(５２)４０８７〕へ

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

消費者啓発講座「ダメよダメ
ダメ払っちゃダメ!!～あなた
のお金が狙われています～」

　以前では考えられなかった複雑な消

費者トラブルを未然に防ぐことを目的

に、消費生活専門相談員による同講座

を開催します。

とき・ところ　２月１６日＝くすのき

ホール２階第１会議室（千早赤阪村水

分２６３）、１８日＝すばるホール３階研

修室、２３日＝太子町まちづくり観光

交流センター２階第１会議室（太子町

山田８８）、２６日＝大宝地区公民館集会

室（河南町大宝一丁目２の４）、いずれ

も午後２時～３時３０分　

定員　各３０人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

問い合わせ　商工観光課（内線４８３）

こころの電話相談　〔(２５)８２６４〕 毎週水曜日　午前１０時～午後３時３０分（ただし、祝日は休み）



27年度小・中学校図書館     
教育支援員（アルバイト）募集

勤務日　月～金曜日（週５日）

対象者　司書または司書教諭の資格を

有する人　募集人数　１２人

申し込み　２月２日～６日、午前

９時～午後５時までに履歴書に司書ま

たは司書教諭の資格証（写し）を添え

て教育指導室（内線３６８）へ

※後日、面接などをします。

 

公開講座「楽しく知ろう！人
類未踏の高齢時代と地域の課
題」

　町総代会では、少子高齢化社会にお

いて安心・安全なまちづくりをしてい

くための勉強会を開催します。

とき　２月８日、午後１時３０分～３

時３０分

ところ　市消防本部４階講堂　※車で

お越しの場合は、市役所第二駐車場を

ご利用ください。ただし、駐車場には

限りがありますので、できるだけ公共

交通機関をご利用ください。

定員　１００人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

問い合わせ　市民協働課（内線４７３）

若者就職応援相談会 in 南河
内

　就職について悩みや疑問のある１５歳

からおおむね４０歳代前半までの人およ

び子どもの就職で悩んでいる保護者な

どを対象に、キャリアアドバイザー、

就労支援コーディネーターによる就職

相談会を実施します。

とき　２月２３日、午後１時～４時

ところ　ノバティながの南館３階多目

的ホール（河内長野市長野町五丁目１

の３０３）

内容　１回５０分の個別就職相談会

定員　１２組（申し込み先着順）　※定員

に満たない場合は当日参加も可。

参加費　無料

申し込み　２月６日～２０日まで

に商工観光課（内線４８１）へ

講座･催し
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予備自衛官補募集

　訓練修了後は予備自衛官として任用

されます。

受付期間　第１回＝３月２４日まで、

第２回＝７月１日～９月１８日　　

試験日　第１回＝４月１０日～１４日

、第２回＝１０月２日～５日

合格発表　第１回＝５月１５日、第２

回＝１１月１３日　

対象者　一般＝１８歳以上３４歳未満、技

能＝１８歳以上５３歳未満で、いずれも日

本国籍を有する自衛官未経験者（ただ

し、保有する技能によっては５５歳未満

まで可）

問い合わせ　自衛隊富田林地域事務所

〔２４(３７９９)〕

けあぱる非常勤登録　　　　
ホームヘルパー募集

勤務時間　月～金曜日の他、土・日曜

日、祝日および早朝（午前８時以前）、夜

間（午後６時以降）

勤務形態　直接自宅から対象者宅を訪

問しケアする直行直帰制　

対象者　介護職員初任者研修以上修了

者（ホームヘルパー２級以上取得者）、

もしくはガイドヘルパー資格取得者

申し込み　休館日を除く午前９時～午

後５時にけあぱるへ

教　育

募　集

第11回草笛の家作品展

　障がい者支援施設「草笛の家」の利

用者が、「空」をテーマに力を合わせ

て作った作品と地域の小学校の生徒と

合同で制作した作品を展示します。

とき　３月８日、午前１０時～午後３

時３０分

ところ　すばるホール３階展示室

入場料　無料

問い合わせ　同展実行委員会〔(９０)

３５００〕

夫婦で考えるこれからの年金
ライフ

　年金の仕組みを分かりやすく学び、

これからの生活を夫婦で共に考える講

座です。お一人での参加も可能です。

とき　２月２０日、午後１時～３時

ところ　中央公民館

定員　２０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　２月６日～、中央公民館

へ（電話申し込み可）

キャラバン・メイト養成研修

　認知症の人やその家族を応援する

「認知症サポーター」を養成する認知

症サポーター養成講座の先生役「キャ

ラバン・メイト」を養成します。

とき　２月１４日、午前１０時～午後５

時（午前９時３０分～受け付け）

ところ　市消防本部　※車でお越しの

場合は、市役所駐車場をご利用くださ

い。ただし、駐車場には限りがありま

すので、できるだけ公共交通機関をご

利用ください。

内容　認知症の知識（症状や認知症の

人、介護者への接

し方）について、

認知症サポーター

養成講座の企画・

運営方法について

など

対象者　講座修了後、認知症サポー

ター養成講座の活動に参加できる人

定員　３０人　参加費　無料

申し込み　２月６日までに高齢介護

課（内線１９７）へ（申し込み多数の場合

抽選）

２３



 

配食サービスボランティア　
募集

　給食サービスたんぽぽでは、新堂小

学校区内に住む、買い物や調理が困難

な６５歳以上の一人暮らし世帯や夫婦世

帯を対象に弁当（昼食）を配達し、安

否確認をする「配食サービス」を実施

しています。現在、次のとおりボラン

ティアを募集しています。詳しくはお

問い合わせください。

活動日時　月～金曜日で都合の良い日

の午前１１時～正午　

活動場所・内容　たんぽぽの部屋（新

堂診療所２階）および市人権協議会（人

権文化センター内）から徒歩または自

転車で利用者宅へ弁当を配達

問い合わせ　同たんぽぽ〔(２３)４１９４〕、

市人権協議会〔(２４)３７００〕へ

献血にご協力を

　４００㍉献血を実施します。

とき・ところ　２月２１日、午前１０時

～午後０時３０分＝藤沢台小学校、午後

２時～４時３０分＝けあぱる

対象者　１８～６９歳で体重が５０㌔以上の

人（６５歳以上の人は６０～６４歳の間に献

血の経験がある人に限ります）

※ただし、男性は１７歳から可。その他

の条件などはお問い合わせください。

問い合わせ　市献血推進協議会（総合

福祉会館内）〔(２５)８２６１〕

手話通訳者、要約筆記者の　
登録を

　本市では、聴覚障がい者および音

声・言語機能障がい者などの福祉に理

解があり、熱意のある手話通訳者、要

約筆記者を募集しています。

対象者　２０歳以上で日常生活上の必要

なことが手話通訳できる人、または要

約筆記講習会を修了した人　

※手話通訳者には、３月１５日に登録

判定試験を実施します。

申し込み　２月２７日までに障がい福

祉課（内線１９３）へ

福　祉
 

税務署からのお知らせ

○富田林税務署の確定申告会場は「す

ばるホール」です

とき　２月４日～３月１６日、午前

９時～午後５時（土・日曜日、祝日は

除く。ただし、２月２２日、３月１日

は開設します）　※例年、確定申告期

限間際は大変混雑しますので、申告は

早めに済ませてください。

ところ　すばるホール　

○消費税法の改正について 

　消費税（地方消費税を含む）の税率

は、２６年４月１日から８㌫に引き上げ

られました。

　消費税の課税事業者が２６年４月１日

を含む課税期間分（個人事業者の場合

は平成２６年分）の消費税および地方消

費税の確定申告書を作成する際、課税

売上げ・課税仕入れについて旧税率が

適用されたものと新税率が適用された

ものに区分する必要があります。

　なお、税率引き上げに伴う経過措置

により、２６年４月１日以降の取引でも

旧税率が適用される場合があります。

詳しくは国税庁ホームページ〔http://

www.nta.go.jp/〕をご覧ください。

問い合わせ　富田林税務署（若松町西

二丁目１６９７の１）〔(２４)３２８１〕

固定資産税（償却資産）の　 
申告を

　固定資産税は土地や家屋に課税され

ますが、それ以外で事業や営業のため

に所有している償却資産（構築物、機

械や装置、車両や運搬具、工具、器

具、備品など）も課税の対象になりま

す。

　１月１日現在、市内に償却資産を所

有している法人や個人事業主は申告し

てください（休・廃業されている場合

も申告が必要です）。

　なお、所有者には１２月中に申告書類

を郵送していますが、届かないときや

事業の開始により初めて申告される場

合はご連絡ください。

問い合わせ　課税課（内線１１４、１１５）

税
市・府民税の申告期間は　　 

２月1６日～３月1６日です

　２７年度市・府民税の申告会場と受付

期間などは、次のとおりです。

◆市役所地下902・903会議室

とき　２月１６日～３月１６日（土・

日曜日は除く）、午前９時～午後５時３０

分　※２月２２日、３月１日に限り、

日曜日も申告を受け付けます。

◆金剛連絡所２階大ホール

とき　２月２５日～３月３日（２月

２８日、３月１日は除く）、午前１０時

～午後４時　※受け付け開始直後の２５

日、２６日は、大変混雑することが

予想されますのでご注意ください。

　なお、申告されていない場合、次の

ようなことがありますので、申告にご

協力ください。

○市・府民税証明書の交付ができない

ことがあります。

○公的年金に係る所得のみの人など

で、年金保険者への扶養親族等申告書

の提出がなかった場合、または確定申

告書などの提出がなかった場合、控除

される情報が得られないため、扶養・

配偶者控除などの適用範囲でも控除が

適用されないことがあります。

○後期高齢者医療保険制度などの保険

料の軽減措置の適用を受けられないこ

とがあります。

問い合わせ　課税課（内線１１１、１１２）

 

放送大学４月入学生募集

　同大学は、テレビなどの放送やイン

ターネットを利用して授業をする通信

制の大学です。

　現在、４月入学生を募集しています。

募集要項などの資料を無料で送付しま

すので、詳しくはお問い合わせくださ

い。

願書受付期間　３月２０日まで

問い合わせ　同大学大阪学習センター

〔０６(６７７３)６３２８〕　※同大学ホーム

ページ〔http://www.ouj.ac.jp/〕から出

願することもできます。

教　育

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください
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特定健康診査を受けましょう

　生活習慣病などの原因に関係が深い

メタボリックシンドロームを早期に発

見するためにも、特定健康診査を受け

ましょう。健診結果から生活習慣の改

善が必要な人は、保健指導を受けてい

ただくこともできます。

　市国民健康保険被保険者のうち、実

施年度中（４月１日から翌年３月３１日）

に４０～７４歳になる人には、特定健康診

査受診券を送付しています。なお、今

年度の有効期限は３月３１日までで

す。実施場所および受診の方法など詳

しくは、受診券に同封のパンフレット

「受けてください特定健康診査・特定

保健指導」をご覧ください。

問い合わせ　保険年金課（内線１５０、１８８）

 

国民年金保険料の「２年前納
（口座振替）」のご利用を

　国民年金保険料の２７年４月末の口座

振替分で、割引額の大きい「２年前納」

がご利用いただけます。毎月現金で納

付する場合と比べて、２年間で１万

４０００円程度の割り引きとなり、２年前

納分の全額がその年の社会保険料控除

の対象となります。　※２年前納は口

座振替のみご利用いただけます。な

お、申込期限は２月末までです。詳し

くはお問い合わせください。

問い合わせ　天王寺年金事務所〔０６

(６７７２)７５３１〕

国民健康保険

国民年金

確定申告には「社会保険料控
除証明書」などが必要です

　国民年金保険料は、納付した全額が

所得税や市民税などの社会保険料控除

の対象となります。

　国民年金保険料を社会保険料控除と

して申告するには、１年間に納付した

保険料額を証明する書類などの提出が

義務付けられています。

　このため、２６年１月１日から９月３０

日までに納付した保険料の額を証明す

る社会保険料（国民年金保険料）控除

証明書が、日本年金機構本部から２６年

１１月上旬に送付されています。

　確定申告には、この証明書と１０月１

日から１２月３１日までに納めたことを確

認できる「領収証書」などの添付が必

要です。

　また、年の途中から国民年金に加入

した場合などで、１０月１日以降に初め

て保険料を納めた人には、２月上旬に

証明書が送付されます。

　なお、ご本人の保険料だけでなく、

配偶者やご家族の保険料を納付した場

合も、その納付額全額が納付した人の

控除対象となります。そのため、確定

申告の際に、ご本人の保険料額と合算

して申告することができます（その場

合、配偶者、ご家族分の証明書も一緒

に添付する必要があります）。

問い合わせ　ねんきん定期便・ねんき

んネット等専用ダイヤル〔０５７０(０５８)

５５５〕、ＩＰ電話からは〔０３(６７００)

１１４４〕　※３月１６日までの祝日を除

く月～金曜日、午前９時～午後７時、

２月１４日、３月１４日は午前９時～

午後５時、または天王寺年金事務

所〔０６(６７７２)７５３１〕。

 

安心して水道をお使いいただ
くために

　水道水は塩素で消毒していますが、

朝一番や長い間留守にされたときは、

ご家庭の給水管に水が長時間滞留し、

消毒の効果が薄れることがあります。

　また、給水管が鉛の場合、鉛がごく

わずかですが溶け出すことがありま

す。通常の使用状態では水質基準内で

問題ありませんが、長時間使用しな

かったときは、念のためバケツ一杯分

程度、飲み水以外にお使いください。

問い合わせ　水道工務課（内線２５７）

水道の漏水にご注意ください

　水道水の使用量が増える原因には、

使用状況の変化や漏水、季節的な要因

などの理由が考えられます。

　特に漏

水は、は

じめのう

ちはわず

かでも、

その量は

日ごとに

多くなっ

ていきま

す。これ

が続くと、貴重な水が無駄になり料金

も高額になります。

　水道メーターを確認し、水道を使用

していないのにパイロットが回転して

いるときは、漏水の疑いがありますの

で市管工事業協同組合〔０１２０(０３２)

４９７〕へご相談ください。

上下水道

２５
※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。

広告枠
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◇３㌔

《小学男子の部》優勝　小松　涼馬（１０

分３６秒）／第２位　川西　凜太郎（１０

分４７秒）／第３位　仲谷　瑠隼（１１分

３秒）

《小学女子の部》優勝　吉積　彩乃（１１

分４７秒）／第２位　金子　美彩（１２分

１８秒）／第３位　西尾　実花（１２分２３秒）

《中学女子の部》優勝　西出　優月（９

分３１秒）／第２位　杉田　佳穂（１０分

３０秒）／第３位　竹内　志歩（１０分３１秒）

《ふれあいの部》優勝　田村　秀和（１３

分３５秒）／第２位　塩谷　大河（１５分

３４秒）

●26年度中学生の「税についての作

文」受賞者

《市長賞》加世田　玲奈（第三中学校）

《市教育委員会教育長賞》黒石　蒼太

（金剛中学校）

 

●Ｊ－スマイル（トランポリン）

Ａ幼稚園年少～小学生　Ｂ１０人　Ｃ第

１・２・４水曜日、午後６時～７時３０

分　Ｄ市民総合体育館　Ｅ年額２９００

円、月額２０００円　Ｆ・Ｇ藤沢さん〔０９０

(９８７３)０８６３〕

クラブ員募集

２６

やってみよう！図書館の仕事

とき　３月２７日、午前９時３０分～午

後０時３０分

ところ　中央・金剛図書館

対象者　小学５・６年生

定員　各館６人　

参加費　無料　

持ち物　筆記用具

申し込み　２月１０日～３月５日、

午前１０時～、各館へ（電話申し込み可）

※申し込み多数の場合は抽選し、当選

者には３月１１日までに、はがきでお

知らせします。

がんばった人に花まる！

●第64回市民マラソン大会結果

◇７㌔

《高校・大学男子の部》優勝　山本　

寿真（２２分１２秒）／第２位　堀内　隼

（２４分２５秒）／第３位　岩田　拓海（２５

分１３秒）

《一般男子の部》優勝　伊藤　弘陽（２２

分２９秒）／第２位　小栢　進也（２５分

５８秒）／第３位　池田　智之（２７分1秒）

《ふれあいの部》優勝　坂井　明彦（３２

分４５秒）／第２位　繰谷　将磨（３４分

４３秒）／第３位　米田　大志（７２分２９秒）

◇５㌔

《中学男子の部》優勝　楠本　拓真（１５

分５５秒）／第２位　飯田　剛史（１６分

２１秒）／第３位　津田　竜太朗（１６分

２７秒）

《高校・大学女子の部》優勝　三並　

穂奈美（１７分４７秒）／第２位　山路　

奈緒（１９分３秒）／第３位　辻森　真

衣（１９分３４秒）

《一般女子の部》優勝　中村　ひなの

（２１分３０秒）／第２位　大塚　梓（２２

分４３秒）／第３位　稲村　みゆき（２４

分）

《壮年男子の部》優勝　村岡　隆幸（１７

分９秒）／第２位　笹原　弘二（１７分

３８秒）／第３位　榊原　雅樹（１７分42秒）

《壮年女子の部》優勝　生田　知子（１９

分４５秒）／第２位　東尾　幸恵（２０分

４４秒）／第３位　石水　美穂（２４分１４秒）

《ふれあいの部》優勝　山口　樹（２０

分１８秒）／第２位　藤井　琢（２１分３８

秒）／第３位　植村　哲矢（２２分１０秒）

●ひよこくらぶ（親子体操）

Ａ平成２３年４月２日～２５年６月３０日生

まれの子どもと保護者　Ｂ２０組　Ｃ毎

週水曜日、午前９時４０分～１１時２０分　

Ｄ市民総合体育館　Ｅ入会金１０００円、

月額１５００円　Ｆ・Ｇ木元さん〔０９０

(８１９２)２３１４〕

●富田林社交ダンスクラブ

Ａ市内在住・在勤・在学の人　Ｂ若干

名　Ｃ毎週水曜日、正午～午後３時　

Ｄ東公民館　Ｅ月額１０００円　Ｆ・Ｇ大

浦　紀美江さん〔(３４)１０６９〕、藤川　

嵩さん〔０７２(３６５)３５３４〕（午後６時以

降）

●ガールスカウト大阪第98団

Ａ幼稚園年長～高校生の女子　Ｂ多数

Ｃ日曜日（月２回程度）　Ｄ金剛公民館

ほか　Ｅ月額３１５０円（備品代など実

費）　Ｆ・Ｇ藤井さん〔０７２(３６８)

３８４７〕、薙野さん〔(２９)５９６２〕

●パンダクラブ（卓球）

Ａ市内在住・在勤・在学の人　Ｂ５人

Ｃ毎週金曜日、正午～午後３時　Ｄ東

公民館　Ｅ年額２０００円　Ｆ・Ｇ喜久永

　愛子さん〔(３４)７４５４〕、田中　多賀

子さん〔(９３)２２７５〕（いずれも午後５

時以降）

《新刊案内》

■小説・エッセイなど

御松茸騒動　　　　　　朝井　まかて

六花落々　　　　　　　　西條　奈加

光秀の影武者　　　　　　　矢的　竜

善き女の愛　　　　アリス・マンロー

ちりめん細工　四季の傘飾りと 雛 飾り
ひな

ホットプレート黄金レシピ

ゼロから始めるクラシック入門

おはなし会

①中央図書館　２月８日

②金剛図書館　２月７日、２１日

③東分室　２月８日

※①は午前１０時３０分～１１時、②③は午

後３時～３時３０分に開催。

じゅうたん　　　　　　　　
コーナーでのよみきかせ

中央図書館　２月１日、１５日、３

月１日、午前１０時３０分～１１時

金剛図書館　２月１４日、２８日、午

後３時～３時３０分

あかちゃんのおはなし会

金剛図書館　２月１２日＝６カ月～１

歳未満の乳児と保護者対

象、１９日＝１歳児と保

護者対象、いずれも午前

１０時１０分～１０時４０分、午

前１１時～１１時３０分（先着

各１５組、ハンカチ持参）　

※いずれも当日、直接会場へ。

Ａ対象者 Ｂ募集人数 Ｃ活動日時

Ｄ活動場所 Ｅ会費 Ｆ申し込み

Ｇ問い合わせ



図書館講演会                       
「西日本の野山に咲く花」

とき　３月１８日、午後２時～４時

ところ　中央図書館

定員　８０人（申し込み先着順）

参加費　無料

講師　安原　修次さん（植物写真家）

申し込み　２月６日、午前１０時～、

中央図書館へ（電話申し込み可）

講演会「わが町の誇る重要文化財
～その歴史と魅力を探る～」

　本市と河内長野市の図書館が連携し

て講演会を開催します。

とき・内容　①３月１日、午後２時

～４時＝「 故 きを 温 ねて新しきを知る
ふる たず

～河内長野市の重要文化財と金剛寺」、

②３月１５日、午後２時～４時＝「富

田林市の歴史的建造物～鎌倉・南北朝・

江戸に思いをはせて」（全２回）

ところ　①キックス（河内長野市昭栄

町７の１）、②金剛図書館

対象者　本市または河内長野市在住の

人　

定員　６０人　

参加費　無料　

講師　①桜井　敏雄さん（河内長野市

文化財保護審議会副会長）、②東野　良

平さん（府文化財保護審議会委員）

申し込み　２月１３日（消印有効）ま

でに、往復はがきに、講座名、参加者

の住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話

番号を記入し、５８４-００７２高辺台二丁

目１の２　金剛図書館へ（申し込み多

数の場合抽選）

問い合わせ　金剛図書館、河内長野市

立図書館〔(５２)６９３３〕

  

男性料理教室～知っておきた
い料理の基本～

とき・内容　２月２０日＝焼き物料理、

２７日＝煮物料理、３月６日＝揚げ

物料理、いずれも午前10時～午後１時

（全３回）

ところ　人権文化センター

対象者　市内在住・在勤・在学の男性

定員　８人　

参加費　無料（材料費２１００円程度実費）

申し込み　２月９日までに人権文化

センターへ（申し込み多数の場合抽選、

電話申し込み可）

中央公民館講座・教室

①地震を知る～関西の地震と防災の心

得～

とき　２月２７日、午後１時３０分～３時

内容　関西を襲う恐

れのある地震のメカ

ニズムと防災の基本

を学ぶ

定員　２０人　

参加費　無料

講師　大阪管区気象台職員

②ひなまつりおかし教室

とき　２月２８日、午前９時３０分～正午

内容　おひなさまクッキーとケーキを

作る

対象　小学生～中学生（小学１～３年

生は保護者同伴）

定員　１５人　

参加費　無料（材料費５００円）

講師　山内　淳子さん（公民館特技登

録者）

 カルチャー
③謡曲入門教室

とき　２月２４日～３月１０日の毎週火曜

日、午後１時３０分～３時３０分（全３

回）

内容　謡曲の体験教室

定員　１５人　

参加費　無料

講師　廣谷　和夫さん（重要無形文化

財総合認定保持者）

④市民大学講座「 天 
てん

 誅 組とゲベール銃」
ちゅう

とき　２月２６日、３月５日、午後

７時～８時３０分（全２回）

内容　西洋銃「ゲベール銃」に焦点を

当て、天誅組の足跡を探る

定員　５０人　

参加費　無料

講師　澤田　平さん（古式銃鑑定士）

※いずれも中央公民館で実施。

申し込み　①は２月６日～、中央公

民館へ（申し込み先着順、電話申し込

み可）、②～④は２月１０日（必着）ま

でに、往復はがきに講座・教室名、参

加者全員の住所、氏名（ふりがな）、性

別、年齢（学年）、電話番号を記入し、

５８４-００９３本町１６の２８　中央公民館へ

（申し込み多数の場合抽選）

※②～④は１講座につき、往復はがき

１枚で申し込んでください。来館して

申し込む場合は、返信用のはがきを持

参してください。

特別展「明治維新と富田林　
～最新式洋式銃と 天 

てん

 誅 組～」
ちゅう

とき　２月１０日～４月３０日、午前

１０時～午後５時

ところ　寺内町センター１階展示室

入場料　無料

問い合わせ　文化財課（内線５０８）

２７
※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。

広告枠



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

２８

文学・文芸を楽しく学ぼう

　シニア世代を対象に前期講座「文学・

文芸コース」の受講・聴講生を募集し

ます。文学や文芸などを楽しく学んで

視野を広げるとともに、健康増進や仲

間づくりを支援します。

とき　３月～７月の木曜日（月２・３

回で全１４回）、いずれも午後１時３０分～

３時３０分　

ところ　すばるホール　

内容　徒然草、万葉集、夏目 漱石など

について学ぶ　

定員　５０人　受講料　８９００円（１回単

位での聴講も可、１講義８００円）

申し込み　２月１６日（消印有効）ま

でに往復はがきに住所、氏名、年齢、

電話番号を記入し、５８４-００６２須賀三

丁目１１の１５　常本さん方「シニア文化

塾」事務局〔０９０(３９９０)３９０７〕へ（申

し込み多数の場合抽選）

超簡単、手打うどん体験教室

　強力粉さえあれば、簡単に作れるう

どん作りを体験してみませんか。

とき・対象　３月１４日＝市内在住・

在勤の人、２５日＝小学４～６年生、

いずれも午前１０時～午後１時

ところ　金剛公民館　

持ち物　エプロン、三角巾（バンダナ）、

台拭きタオル　定員　各１６人　

参加費　無料（教材費３００円）　

申し込み　３月６日（必着）までに、

往復はがきに教室名、参加者の住所、

氏名（ふりがな）、年齢、電話番号を記

入し、５８４-００７２高辺台二丁目１の２

　金剛公民館へ（申し込み多数の場合

抽選）　※来館して申し込む場合は、返

信用のはがきを持参してください。

多文化いどばたカフェ

とき　３月６日、午後１時３０分～３

時３０分 

ところ　ＮＰＯ法人とんだばやし国際

交流協会

内容　講演「カンボジアスタディツ

アーを引率して」　

定員　１０人（申し込み先着順）

参加費　２００円　

講師　岡島　克樹さん（大阪大谷大学

准教授）

申し込み　２月６日～３月５日ま

でに同協会〔(２４)２６２２〕へ

シニア向けスマートフォン講
習会

とき　３月５日～２６日の毎週木曜日、

午後２時～４時（全4回）

ところ　総合福祉会館

内容　スマートフォンの活用法を学ぶ

対象者　市内在住の６０歳以上の人

参加費　無料　

定員　１４人

申し込み　２月１０日～１８日までに

総合福祉会館へ（申し込み多数の場合

抽選、電話申し込み可）

すばるパソコン教室

とき　毎週火～金曜日、①午前９時３０

分～１０時４５分、②午前１１時～午後０時

１５分、③午後６時３０分～７時４５分、④

午後７時４５分～９時、希望曜日・時間

帯を予約できます（各７５分）　※ただ

し、火・木曜日は①②のみ。

ところ　すばるホール

内容　「ゆっくりシニアコース」「仕事

に役立つＰＣコース」「資格取得応援

コース（ＭＯＳ）」「ブログ講座」から選択

受講料　４回券４８００円、６回券６６００円、

８回券８６００円（別途テキスト代実費）

申し込み　すばるホールで随時受け付け

障がいのある人のためのパソ
コン講習会

とき　２月２４日、２５日、２７日、

午後１時３０分～４時３０分（全３回）

ところ　中央公民館

内容　パソコンの基本操作、インター

ネットの活用、セキュリティ対策など

対象者　身体障害者手帳を所持するパ

ソコン初心者

参加費　無料

持ち物　筆記用具、ノート型パソコン

（ウィンドウズ７または同８がインス

トールされており、セキュリティ対策

ソフトがインストールされているもの)

定員　８人

申し込み　２月6日～１３日までに

障がい福祉課（内線１９３）へ（申し込み

多数の場合抽選）

けあぱるパソコン講座

とき　２月１３日、２０日、午前１０時

～正午（全２回）

ところ　けあぱる

内容　「ⅰＰｈｏｎｅ」や「ｉＰａｄ」と

いった、スマートフォンやタブレット

パソコンの機能や基本的な操作方法の

紹介　定員　２人（申し込み先着順）

参加費　3００円　

※機材は無料で貸し出しします。

申し込み　２月６日、午前９時～、

けあぱるへ　

※２月６日、午前７時～、けあぱる

ホームページ〔http://carepal.or.jp/〕か

らも申し込みできます（定員３人、申

し込み先着順）。

※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。

広告枠



２９

ボーイスカウト活動体験

とき　３月１日、午前１０時～午後３時

ところ　久野喜台２号公園（久野喜台

二丁目６）　

内容　クラフト作り、野外遊び

参加費　無料（当日、直接会場へ）

問い合わせ　七星さん（ボーイスカウ

ト富田林第２団）〔(２９)８３６５〕

自然保全活動と自然に親しむ催し

①野鳥観察会

とき　２月１５日、午前９時～午後１時

ところ　錦織公園　持ち物　弁当、水

筒、双眼鏡と図鑑（持っている人のみ）

②里山ホリデー「雑木林の管理作業」

とき　２月２２日、午前１０時～午後３時

ところ　彼方（奥の谷）　持ち物　軍

手、水筒（昼食は現地で作ります）

③里山ホリデー「シイタケの植菌など」

とき　３月１５日、午前１０時～午後３時

ところ　彼方（奥の谷）　持ち物　軍

手、水筒（昼食は現地で作ります）

※開始時間に①は錦織公園駐車場前

（パークセンター）、②③は瀧谷不動尊

駐車場前集合、いずれも参加費３００円

（小学生以下無料、ただし保護者同

伴）。長袖、長ズボン、帽子、安全な靴

で参加してください。当日午前７時の

天気予報で降水確率が５０㌫を超えた場

合は中止。　

問い合わせ　田渕　武夫さん（富田林

の自然を守る市民運動協議会会長）

〔０９０(８８８８)３９１２〕　

※活動内容など詳しくは、富田林の自

然を守る会ウェブサイト〔http://www.

geocities.jp/tondabayashinoshizen/〕を

ご覧ください。

  

人権を考える市民の集い　　
シリーズ３

　多様な性について理解を深め、私た

ちが地域でできることを考えます。

とき　２月８日、午前１０時～正午

ところ　けあぱる大会議室

内容　「セクシュアリティ（多様な性・

ＬＧＢＴ）」と私たち

 カルチャー

  

富田林・河南・太子・千早　
合同三十路式

　成人式から１０年がたち、新たな時代

を担う世代が集い、地域コミュニティ

－の強化をテーマに、市町村の垣根を

越えて交流します。

とき　４月２６日、午後０時３０分～３

時３０分（受け付けは午前１１時３０分～）

ところ　すばるホール４階銀河の間

（駐車場に限りがあるため、できるだ

け公共交通機関をご利用ください）

対象者　昭和５９年４月２日～６０年４月

１日生まれで本市・河南町・太子町・

千早赤阪村に在住、またはこの市町村

内の中学校を卒業した人

定員　５００人（当日、直接会場へ）

参加費　２０００円　

問い合わせ　太田　徹さん（同式実行

委員長）〔０９０(４０３２)０５６３〕

※詳しくは、同式ウェブサイト〔http://

59misojishiki.web.fc2.com/〕をご覧く

ださい。

第65回市民文化祭参加団体
募集

●ミュージックフェスティバル

とき　５月２４日

対象者　市内在住・在勤・在学の人が

３人以上含まれる洋楽の団体（合唱は

除く）　

定員　１０団体

●コーラスフェスティバル

とき　９月１３日

対象者　市内在住・在勤の人が含まれ

る５人以上の団体

定員　２２団体

※いずれもすばる

ホールで実施。

申し込み　すばるホール、中央・金剛・

東公民館、レインボーホール（市民会

館）に備え付けの申込書に必要事項を

記入し、２月６日～２８日まで（休

館日を除く午前９時～午後５時）にす

ばるホールへ（申し込み多数の場合抽

選）

  イベント
定員　５０人（当日、直接会場へ）

参加費　無料　

講師　遠藤　まめたさん

問い合わせ　人権教育・啓発推進セ

ンター〔(２０)０２８５〕

人権講座「むすんでつなげる
縁結び～いつもこころに逢
い・ラブ・遊～」

　楽しく笑いながらも心に響く「つな

がり・支えあう」大切さを手話を交え

て語っていただき共に考える講座です。

とき　２月２３日、午後１時３０分～３時

ところ　人権文化センター２階集会室

定員　６０人（当日、直接会場へ）

参加費　無料　

講師　交遊亭　楽笑さん（ 楽 
らく

 語 家）
ご

問い合わせ　人権文化センター

人権啓発講演会　　　　　　
「差別をなくす社会システム
の創造にむけて」

　差別撤廃に向けたこれまでの取り組

みを踏まえ、部落差別をはじめ、あら

ゆる差別のない社会のあり方について

考えます。

とき　３月７日、午前１０時～正午　

ところ　人権文化センター２階集会室

定員　８０人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

講師　北口　末広さん（近畿大学教授）

問い合わせ　市人権協議会〔(２４)

３７００〕

多文化ニッポン国境を超える
子どもたち～「いま子どもた
ちは」の取材現場から～

　府立高校に通う外国にルーツのある

子どもと周囲の子どもの成長を取材し

た事例を聞き、子どもたちの現在と未

来の方向を考える人権セミナーです。

とき　２月１７日、午後１時３０分～４時

ところ　市役所４０１会議室　

定員　４０人（申し込み先着順）　

参加費　無料　

※保育あり（定員５人、要予約）。

講師　玉置　太郎さん（朝日新聞社記者）

申し込み　２月６日～、人権文化セ

ンターまたはＮＰＯ法人とんだばやし

国際交流協会〔(２４)２６２２〕へ



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

※各施設へ電話をされる際には、おかけ間違いのないようにご注意ください。

ベビーヨガ教室

とき　３月９日、２３日、午後１時

３０分～２時３０分（全２回）

ところ　市民総合体育館　

対象者　２カ月～１歳６カ月の乳幼児

と保護者　

定員　２０組（申し込み先着順）　

参加費　１４００円　

持ち物　飲み物、タオル、バスタオル

※ヨガマットは無料で貸し出しします。

申し込み　２月６日～３月８日ま

でに参加費を添えて、市民総合体育館

へ（電話申し込み不可）

カーリンコン体験講座

とき　２月２０日、２７日、午前９時

３０分～１１時３０分（全２回）　

※どちらか１日のみの参加も可能。

ところ　総合福祉会館

対象者　市内在住で６０歳以上の人

定員　２０人（申し込み先着順）

参加費　無料　

持ち物　運動のできる服装、上靴

申し込み　２月６日～１３日までに

総合福祉会館へ（電話申し込み可）

ソフトバレーフェスティバル
参加者募集

とき　３月２２日、午前９時～午後５時

ところ　市民総合体育館

種目　

①ファミリーの部（大人２人、小学生

までの子ども２人）

②一般の部（中学生以上の男女２人ず

つの混合）

③成年の部（３１歳以上の男女２人ずつ

の混合）

④壮年の部（４１歳以上の男女２人ずつ

の混合）

対象者　市内在住・在勤・在学の人で、

１チームの登録人数は８人まで　※①

以外は女子のみのチームでも出場可。

定員　各種目３０チーム

参加費　１チーム２０００円

申し込み　３月１日、午後５時まで

に市民総合体育館へ（申し込み多数の

場合抽選）

問い合わせ　岡村　好美さん〔０９０

(５０５８)５４１５〕

  

スプリングコンサート　　　
～春を呼ぶマリンバの調べ～

とき　２月１５日、午後２時３０分～４

時（午後２時開場）

ところ　金剛公民館２階ホール

定員　１００人（当日、直接会場へ）

入場料　無料

問い合わせ　金剛公民館

第３回みなみかわち歴史ウォーク
「悠久の竹内街道から南河内
の寺内町を巡る」

とき・ところ　２月２２日、午前９時

３０分～１０時、羽曳野市営駒ヶ谷駅駐車

場（ 近鉄南大阪線「駒ヶ谷駅」下車徒

歩約３分）

※荒天中止、予備日は３月１日。

コース　羽曳野市営駒ヶ谷駅駐車場

（スタート）→竹内街道→ 叡 福寺→葉
えい

室公園→近つ飛鳥風土記の丘→大ケ塚

寺内町→西行絵巻→富田林寺内町→じ

ないまちみんなの広場（ゴール）→近

鉄長野線「富田林駅」　※徒歩約１４㌔。

参加費　無料（拝観料など実費）　

特典　抽選で参加賞をプレゼント、完

歩賞（シリーズ全３回を完歩した人全

員に賞品をプレゼント）

問い合わせ　華やいで大阪・南河内観

光キャンペーン協議会事務局（河南町

環境・まちづくり推進課内）〔(９３)

２５００〕

かがりの郷まつり

とき　３月７日、午前１０時～午後４時

ところ　かがりの郷　※駐車場に限り

がありますので、できるだけ公共交通

機関をご利用ください。

内容　舞台発表（楽器演奏、舞踊など）、

作品展示（フラワーアレンジメント、

パッチワークなど）、創作体験・模擬店・

喫茶・ちびっこコーナー、おもちゃ病

院など

入場料　無料（当日、直接会場へ）

※当日は浴場、パソコン、マッサージ

チェア、囲碁、将棋の利用はできません。

問い合わせ　かがりの郷

  イベント サバーファームだより

　大好評の「イチゴ狩り」を実施して

います。

　サバーファームで育てた甘くて、お

いしいイチゴをぜひ味わってください

（午前９時３０分～、当日分の整理券を

配布、数量限定）。　

●イチゴ大福作り　

とき　２月８日、１１日、１５日、

２２日、３月１日、午前１０時３０分～

正午、午後０時３０分～２時、午後２時２０

分～３時３０分

定員　各２０人　参加費　７００円

●ポピー植え付け体験

とき　２月２８日、３月１日、午前

１０時３０分～正午

定員　各３０人　参加費　無料

※いずれも当日、午前９時３０分～、受

け付け（申し込み先着順）。

※入園料は別途必要です（ただし、レ

ストランのみご利用の場合は、入園料

なしでご利用いただけます）。

問い合わせ　サバーファーム

富田林寄席

　プロの落語家と市民がつくる落語寄

席です。

とき　２月２１日、午後６時３０分～８

時（午後６時開場）

ところ　中央公民館

出演　笑福亭　松五、笑福亭　生寿、

落語クラブ「富福亭」

定員　１００人（当日、直接会場へ）

入場料　無料

問い合わせ　中央公民館

総合福祉会館文化祭

とき・内容　２月１５日、午前１０時～

午後３時＝舞台発表、即売会など、午

後２時開始予定＝正司　敏江、リ

チャード・シブヤによる講演

ところ　総合福祉会館　※駐車場に限

りがありますので、できるだけ公共交

通機関をご利用ください。

入場料　無料（当日、直接会場へ）

※当日は、浴場の利用はできません。

※２月１２日～１５日の間、作品展示

会を開催します。

問い合わせ　総合福祉会館

３０



富スポグラウンドゴルフ大会

とき　３月１８日、午前９時３０分～午

後１時３０分（受け付けは午前９時～、

雨天時は２５日に順延）

ところ　総合スポーツ公園

内容　２４ホールストロークプレー（参

加人数により変更あり）

定員　２４０人（申し込み先着順）

参加費　８００円（当日徴収）

申し込み　２月１８日～３月４日、

午前９時～午後５時３０分までに総合ス

ポーツ公園〔(３５)２１２２〕へ（電話・

ファクス申し込み可）

２月・３月の                         
市民総合体育館の共用使用

①競技場（インディアカ・バドミント

ン）《共に１面》

とき　２月１２日、２６日、３月１２日

、２６日、正午～午後３時　

持ち物　上靴、シャトル、ラケットなど

②剣道場　

とき　２月５日、

１９日、３月５日

、１９日、４月２

日、午後６時～９

時

③柔道場　

とき　２月１日、

１５日、３月１日、１５日、４月５日

、午後６時～９時

使用料　①一般１４０円、中学生以下６０

円、②③一般３００円、中学生以下１３０円

問い合わせ　市民総合体育館

〔金剛連絡所　 (29) 1401〕

  

けあぱる市民講座「ウォーキ
ングに行きましょう」

　上町台地、天王寺七坂方面（約１０㌔）

を散策しませんか。

とき・ところ　２月２８日、午前９時、

近鉄長野線「富田林駅」北口集合

対象者　市内在住・在勤の人

定員　１０人（申し込み先着順）　

参加費　５００円（別途交通費、拝観料な

ど実費）

持ち物　弁当、飲み物、動きやすい服装

申し込み　２月６日、午前９時～、

けあぱるへ

※２月６日、午前７時～、けあぱる

ホームページ〔http://carepal.or.jp/〕か

らも申し込みできます（定員１０人、申

し込み先着順）。

トレーニング場機器使用説明会

とき　年末年始を除く、午前１０時～午

後９時の間で３０分程度

ところ　市民総合体育館

対象者　高校生以上の人

参加費　５００円　持ち物　運動のでき

る服装、上靴、利用許可証用の写真１枚

（縦３㌢×横２.４㌢）

申し込み　参加希望日の前日までに市

民総合体育館へ（電話申し込み可）　

※毎月第３月曜日（祝日の場合は第２

月曜日）は、午前９時～正午まで、機

器点検のためトレーニング場は利用で

きません。

  スポーツ

３１

電話番号＆今月の休館日

※休館日は翌月の５日まで掲載。なお、休

館日以外でも受け付けできない日や時間帯

がありますのでご注意ください。

●市民総合体育館　　　　  (24) 2265

　休みません

●青少年スポーツホール　  (29) 3778

　休みません

●総合スポーツ公園　　　  (35) 2121

　休みません

●図書館

　中央 (25) 4921・金剛 (28) 1171

　２/２、９、１１、１６、２３、３/２

　※蔵書点検のため中央図書館、喜志・東

　分室は２/１９～２４、金剛図書館は２/２４～

　２７の間、臨時休館します。

●公民館　

　中央 (24) 3333・金剛 (28) 1121

　東 (25) 1772・ 喜志分館 (25) 7966

　２/２、９、１１、１６、２３、３/２

●人権文化センター　　　  (24) 0583

　２/１、８、１１、１５、２２、３/１

●児童館　　　　　　　　  (25) 0666

　２/１、８、１１、１５、２２、３/１

●青少年センター(社会教育課)  (24) 1451

　２/２、９、１１、１６、２３、３/２

●すばるホール　　　　　  (25) 0222

　２/２、９、１６、２３、３/２

●レインボーホール(市民会館)  (25) 1117

　２/４、１１、１８、２５、３/４

●市民公益活動支援センター  (26) 7887

　２/１、７、８、１１、１４、１５、２１、２２、２８、

　３/１

●総合福祉会館　　　　　  (25) 8261

　２/１１　

　※毎週木曜日と２/１５は浴場の利用はで

　きません。

●かがりの郷　　　　　　  (20) 6070

　２/１１

　※毎週月曜日は浴場の利用はできません。

●けあぱる　　　　　　　  (28) 8600

　ウエルネスけあぱる　 　 (28) 8668

　２/２、９、１６、２３、３/２

●農業公園サバーファーム  (35) 3500

　２/２、９、１６、２３、３/２

●旧杉山家住宅・寺内町センター  (23) 6117

　じないまち交流館　　　  (26) 0110

　旧田中家住宅　　　　　  (25) 6771

　２/２、９、１６、２３、３/２

●消防本部　　　　　　　  (25) 1122

　金剛分署　　　　　　　  (29) 0119



問い合わ問い合わせせ みどり環境課内「石川を美しくする市民運動協議会」事務局（内線432　みどり環境課内「石川を美しくする市民運動協議会」事務局（内線432））

みんなそろって石川みんなそろって石川へへ

「自然を守り、緑と太陽にめぐまれた住みよいまちをつくりましょう」という市民憲章　「自然を守り、緑と太陽にめぐまれた住みよいまちをつくりましょう」という市民憲章のの

もとに、昭和５９年に石川を美しくする市民運動協議会が発足し、毎年３月の第１日曜日にもとに、昭和５９年に石川を美しくする市民運動協議会が発足し、毎年３月の第１日曜日に、、

本市の石川とその支流を市民の皆さんの手で清掃していただいて本市の石川とその支流を市民の皆さんの手で清掃していただいていい

ます。石川を美しくする市民運動協議会では、一人でも多くの市ます。石川を美しくする市民運動協議会では、一人でも多くの市民民

の皆さんの参加をお待ちしていますの皆さんの参加をお待ちしています。。
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※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４〕・０９２(７１６)１４６７〕へ。

石川大清石川大清掃掃
第第
　
回回
３２３２ ３月１日３月１日

午前９時午前９時～～

とときき ３月１日、午前９時～１０時３　３月１日、午前９時～１０時３００分分

※開会式を午前８時４５分～、地図※開会式を午前８時４５分～、地図のの★★印で実施します。印で実施します。

※中止の場合は、８日に順延します（当日、午前８時に決定）※中止の場合は、８日に順延します（当日、午前８時に決定）。。

◎事業者や企業などの参加・協力を募◎事業者や企業などの参加・協力を募集集

事業者や企業などの参加・協力を次の内容で募集します　事業者や企業などの参加・協力を次の内容で募集します。。

詳細は、個別にご相談させていただきます詳細は、個別にご相談させていただきます。。

内内容容

・従業員の清掃参　・従業員の清掃参加加

・清掃時に使用するゴミ袋や軍手などの提　・清掃時に使用するゴミ袋や軍手などの提供供

小雨
決行

◎清掃用◎清掃用具具

ごみ袋と軍手を用意します。その他の清掃用具は各自でご用　ごみ袋と軍手を用意します。その他の清掃用具は各自でご用意意

ください。また、清掃できる服装でご参加くださいください。また、清掃できる服装でご参加ください。。

◎注意事◎注意事項項

毎年、石川大清掃のために設置しているごみ集積場に、河川　毎年、石川大清掃のために設置しているごみ集積場に、河川かか

ら出たごみ以外に家庭から持ち込まれた粗大ごみやら出たごみ以外に家庭から持ち込まれた粗大ごみや、、剪 剪 定した定した
せん

竹・植木の枝などが持ち込まれています。石川大清掃は河川の竹・植木の枝などが持ち込まれています。石川大清掃は河川の清清

掃活動です。河川の清掃以外から出たごみは持ち込まないでく掃活動です。河川の清掃以外から出たごみは持ち込まないでくだだ

さいさい。。

◎ごみの処◎ごみの処理理

ごみや枯れ草を燃やすことによりダイ　ごみや枯れ草を燃やすことによりダイオオ

キシンが発生したり、自然環境を破壊しキシンが発生したり、自然環境を破壊したた

りするため、全てのごみは燃やさないでりするため、全てのごみは燃やさないで決決

められた場所に集めてください。ごみはめられた場所に集めてください。ごみは後後

日、府が収集します日、府が収集します。。 ごみは赤い旗の所ごみは赤い旗の所にに
集めてくださ集めてくださいい

とこところろ 石川およびその支流（佐備川、宇奈田川、千早川　石川およびその支流（佐備川、宇奈田川、千早川））

※集合場所は、地図の●印（青い旗が目印）です。都合の良い※集合場所は、地図の●印（青い旗が目印）です。都合の良い場場

所にご参加ください所にご参加ください。。

昨年の様昨年の様子子

広告枠
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